
平成２０年第３回定例会 

             四 万 十 町 議 会 会 議 録 

             平成２０年９月２９日（月曜日） 

                             

             議  事  日  程（第５号） 

第 １ 議案第８６号 売買契約の一部を変更する契約の締結について 

第 ２ 議案第８８号 平成２０年度四万十町一般会計補正予算（第２号） 

第 ３ 議案第８９号 平成２０年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１ 

           号） 

第 ４ 議案第９０号 平成２０年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ５ 議案第９１号 平成２０年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 

第 ６ 議案第９２号 平成２０年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算 

           （第１号） 

第 ７ 決算第 １号 平成１９年度四万十町各会計歳入歳出決算の認定について 

第 ８ 発議第 ７号 四万十町議会決算特別委員会の設置について 

第 ９ 四万十町議会決算特別委員会委員の選任について 

第１０ 発議第 ８号 四万十町議会会議規則の一部を改正する規則について 

第１１ 陳情第２７号 国道４３９号線、小石トンネル出入り口から大正大奈路、西ノ川 

           大橋までの歩道街路灯設置要望の取り下げについて 

第１２ 陳情第３１号 過疎高齢化に伴う桧生原地区集落営農の支援を求める陳情書の取 

           り下げについて 

第１３ 陳情第２９号 貧困の連鎖を断ち切り、住民の生活の底上げを求める意見書を政 

           府等に提出することを求める陳情書 

第１４ 陳情第２５号 大奈路小学校体育館の屋根の雨漏りの改修の要望について 

第１５ 陳情第２８号 介護保険制度の改善を求める意見書の提出についての陳情書 

第１６ 陳情第２３号 町道見付駄馬線から東方に分岐する生活道を町道に認定を求める 

           陳情書 

第１７ 陳情第２６号 大正大奈路～【旧】西ノ川橋手摺塗装と落下防止、金網の取替え 

           に関する陳情書 

第１８ 発議第 ９号 貧困の連鎖を断ち切り、住民生活を底上げすることを求める意見 

- 279 - 



           書案 

第１９ 発議第１０号 介護保険制度の改善を求める意見書案 

第２０ 発議第１１号 議員派遣の件について 

第２１ 閉会中の継続審査・調査申し出について 

追加日程第１ 陳情第２４号 ケーブルシステム整備事業の見直しを強く求める陳情 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             本 日 の 会 議 に 付 し た 事 件 

日程第１から日程第２１まで 

追加日程第１ 陳情第２４号 ケーブルシステム整備事業の見直しを強く求める陳情 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             出  席  議  員（２６名）        

   １番  吉 村 アツ子 君         ２番  岡 峯 久 雄 君 

   ３番  弘 瀬 則 彦 君         ４番  島 岡 幹 夫 君 

   ５番  山 岡 義 正 君         ６番  緒 方 正 綱 君 

   ７番  橋 本   保 君         ８番  山 上 利 嗣 君 

   ９番  岩 井 優之介 君        １０番  田 邊 哲 夫 君 

  １１番  松 下 和 孝 君        １２番  林   健 三 君 

  １３番  酒 井 祥 成 君        １４番  下 元   昇 君 

  １５番  竹 内 常 喜 君        １６番  田 邊 幹 男 君 

  １７番  戸 田 健 彦 君        １８番  堀 本 伸 一 君 

  １９番  梶 原 政 利 君        ２０番  田 邊 客 子 君 

  ２１番  牧 野 利惠子 君        ２２番  味 元 和 義 君 

  ２３番  宮 地 章 一 君        ２４番  氏 原   郭 君 

  ２５番  宮 崎 南海男 君        ２６番  池 本 公 夫 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             欠  席  議  員（ ０ 名 ） 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             説 明 の た め 出 席 し た 者 

町     長  前 田 哲 生 君    副  町  長  高 瀬 満 伸 君 

会 計 管 理 者  永 井 立 一 君    林 業 政 策 監  田 辺 由喜男 君 

- 280 - 



総 務 課 長  浜 田 好 清 君    企 画 課 長  武 内 文 治 君 

管財契約課長  佐 竹 節 文 君    税 務 課 長  山 本   靖 君 

町民環境課長  市 川 敏 英 君    健康福祉課長  岡   澄 子 君 

農林水産課長  中 尾 博 憲 君    商工観光課長  森   芳 明 君 

建 設 課 長  武 市 逸 夫 君    上下水道課長  伊 藤 哲 郎 君 

教 育 委 員 長  宮 﨑   勲 君    教  育  長  水 間 淳 一 君 

教 育 次 長  長谷部 文 男 君    教育次長兼学校教育課長  渡 部   睦 君 

生涯学習課長  山 本 弘 光 君    農業委員会事務局長  武 内 洋 介 君 

代表監査委員  奥 宮 敏 男 君    総務課副課長  山 本 康 雄 君 

総務課副課長  樋 口   寛 君    総務課財政班長  山 脇 光 章 君 

大正総合支所 

支所長兼地域振興課長  清 水 正 一 君    町民生活課長  柴   久 幸 君 

大正診療所事務長  林   正 憲 君    産業建設課長  下 藤 広 美 君 

十和総合支所 

支所長兼地域振興課長  林   伸 良 君    町民生活課長  杉 内 和 一 君 

産業建設課長  岡 本 順 一 君    十和医療福祉センター所長  酒 井 寿 哉 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～ 

             事 務 局 職 員 出 席 者 

議会事務局長  今 村   茂 君    次     長  田 辺   卓 君 

書     記  竹 内 寛 子 君 

             ～～～～～～～～～～～～～～～        

 

 

 

 

 

- 281 - 



            午前９時３０分 開議 

○議長（味元和義君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまの出席議員数は２６名であります。定足数に達しておりますので、平成２０年

第３回四万十町議会定例会第１２日目の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 これより会議順序に従い会議を進めます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１ 議案第８６号売買契約の一部を変更する契約の締結に

ついてを議題とします。 

 この議案につきましては、既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより議案第８６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８６号売買契約の一部を変更する契約の締結についてを採決します。 

 この表決は挙手により行います。 

 議案第８６号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８６号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２ 議案第８８号平成２０年度四万十町一般会計補正予算

（第２号）を議題とします。 

 この議案につきましては、既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑
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を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） それでは、議案第８８号について、３点ちょっとお伺いをしたい

と思います。 

 まず初めに、予算書の２６ページ、農林水産費農業振興費の中の１９節、環境保全型農

業推進事業補助金というのは、資料説明の中の予算概要にありますのでわかりますけれど

も、農業資源利活用事業補助金３１万５，０００円、内容がわかりませんのでお伺いをし

たいと思います。 

 それから２点目、予算書の２７ページ、これも１９節の負担金補助金及び交付金の中

に、鳥獣害の対策がありますけれども４６５万円、これは減額と計上の予算がありますけ

ども、これは名前が変わっただけということで事業名が変わったということで確認してよ

ろしいんでしょうか。 

 説明資料を見ると、これは要望が多過ぎて国費事業のオーバーした部分を負担率３分の

１を確保するために町費を補助するということと思うんですけれども、要望に対して１０

０％実施ができるのかを伺います。 

 それから３点目です。予算書の４０ページ、教育費の保健体育費、節の１９でこれも負

担金補助金及び交付金の四万十川フルマラソンの実行委員会補助金ですが、初めての事業

ですのでちょっとお伺いをしたいと思いますけれども、フルマラソンですのでスタートと

ゴールの地点をお聞きしたいと思います。 

 それとまた、エントリーの方法ですけれども、町内に向けてはいろんな広報、十和につ

いてはケーブルとか、あとまだいろんな回覧等で周知ができると思うがですけれども、町

外です、私知り合いにも県の職員にそういうフルマラソンをやらんかえみたいな話が前に

ありまして、ちょうど今回上がってますので、町外向けのエントリーの方法の周知をどう

するのかを伺います。 

 以上、３点お願いします。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） 私のほうからページ２６ページの農業資源

利活用事業補助金について説明を申し上げます。 

 この事業につきましては、当初につきましては中山間再生モデル事業、これは新規事業
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なんですけれども、これで取り組む計画をしておりましたが、今年度からユズ・クリの再

生事業につきましては取り組んでおるというところから一応ことしについては、暫定措置

としまして、元気補助、高知県元気が出る市町村総合補助金のほうにお願いをいたしまし

てそちらのほうから補助をしてもらって、ことしこのユズ・クリの再生にかかります前の

現地の調査とか、そのほかにもこういう放置園があるかないか、こういうことを調査する

ためにこの事業を導入しまして、ことし調査をするところでございます。 

 それと、これ２件ありまして、もう一件につきましては小野地区におきまして、この地

域の女性加工グループによります食材加工が、おもてなしツアーそれとおかみさん市を中

心にしましてあるわけですけれども、これに食材加工のためのその物産を加工しておく施

設がないということで、このために保冷施設を整備しようとするものです。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） ２番目にご質問のページ２７ページの１９節、４６０万

円の減額、さらにまた増額という部分のご説明でございますが、この事業は基本的には国

の事業に乗りかえということになります。４６５万円の国の新たな鳥獣害総合防止対策の

事業に対しての、これは協議会の運営でございますので、現在協議会に対しての支援はご

ざいませんので、現在の県の緊急対策の予算措置の中で４６０万円を減額をし、その後協

議会実施に係る部分の町単負担分４６５万円を増額しようとするものでございます。 

 ちょっと国等の補助率の関係もございますけども、国の補助率は５５％、現在県は３

３．３％、３分の１でございますので、非常に有利に町の財源を使えるということで国の

事業に乗りかえた経緯がございます。 

 現在の進捗状況についてでございますが、当初の事業量をおおむね１００％程度という

ことですから、おおむね１００％に近い水準で実施をする見込みでございます。ただ、８

月以降にちょっとイノシシの被害が多額出た関係で現在その後の積み残しはございます

が、同じ次年度事業ということで現在調整をしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） ４０ページの四万十川のフルマラソンについてお答えを

申し上げます。 

 スタートとゴールということでございますが、スタートにつきましては窪川小学校の前
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の山手線からスタートをいたしまして、十和のゴールがふるさと交流センターのほうがゴ

ールとなっております。 

 ちなみに、３８１号線を使うのが３分の２、町道を使うのが大体３分の１程度というこ

とになっております。 

 この間、それこそ幡多農業の先生が陸連の計測の免許を持っておりまして、そちらのほ

うにはかっていただきまして、北ノ川から上宮の沈下を上がって、向こうの町道に渡りま

して、それから打井川からの大橋を渡りまして３８１に帰ってまいりまして、それから里

川のほうの抜水橋を通って茅吹手の沈下を渡って、それから３８１をまた入ってずうっと

といくというコースになっているところです。 

 それから、ＰＲの件なんですけども、この予算を通していただければ当然ＰＲをしてい

かないかんと。特に５００人という規模、予定としては１，０００人を目標にしているわ

けなんですが、５００人を集めるにもなかなか大変じゃないかなと思っておりますので、

１０月の初めに心臓破りのマラソンが馬路のほうでございます。そこでもＰＲしますし、

それからウルトラマラソンが１０月の第３週にありますので、そこでもチラシ等を配って

参加の要請をかけたいというふうに思っておるところです。 

 それから、ランナーズのほうにもウルトラマラソン等のおつき合いがありますので、そ

ちらのほうにも掲載をお願いしているところです。それから、町のホームページについて

も載せていきたいというふうに考えておりますので、議員の皆さん方もＰＲのほうをよろ

しくお願いしたいというふうに思っておるところです。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ２番岡峯久雄君。 

○２番（岡峯久雄君） ３点のうち１点についてはわかりました、はい。 

 ２点目と３点目でもう一度お伺いしたいと思いますけれども、ご存じのように鳥獣害被

害については作付をしても収穫ができないところがまだまだたくさんあります。今後も多

分要望が上がってくると思うんですけれども、年次別計画では平成２１年、２２年と補助

金を減らす方向となっておりますけれども、これはどういうお考えなのでしょうか伺いま

す。 

 それと、３点目にお伺いしたフルマラソンの件ですけれども、参加者を選手を５００人

を予定しておるということですが、もしいろんな意外と今興味のある方が多いと思うわけ

ですけれども、例えば１，０００人をオーバーした場合どういう対応をするのかと、それ
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と予算の歳入の中に寄附金５万円、５団体というのがありますけれども、これはあてにな

っておるのだろうか、その辺をお伺いしたいと思います。 

 その以上２点。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） お答えを申し上げます。 

 ２１年度、２２年度について順次予算が減額されよるんじゃないかということの内容に

ついてでございますが、これまでの実施の状況をにらんで本年度の集中的な一斉捕獲等を

にらんで残りの未実施区間の状況をにらんだところ、今までほどの容易に設置できるとい

う部分がかなり減少しております。 

 それから、捕獲頭数についても一定減少傾向に、今年度一斉捕獲等も実施されておるよ

うでございますので、そういった動きの中で予算の実施については一定効果を奏するだろ

う、それからまた防護柵についてもちょっと容易な部分が少なくなってきましたので、一

定減額の予算化を一応見込んでここに概算枠として載せておるとこでございますが、今後

その状況によって必要等々があれば、また執行部のほうと協議をさせていただいて増額の

対応もしていかねばならんかなというふうに考えておるところでございますので、ご理解

いただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えを申し上げます。 

 １，０００人以上になったらどうするのかということでございますけども、ウルトラマ

ラソンでもそうなんですが、四万十町が対応できるのが１，０００人ぐらいじゃないかな

というふうに考えておるところです。大体参加人数とボランティアの人数が対々とは申し

ませんけども、かなり１，０００人以上となると人数が要りますので、五、六百人はボラ

ンティアの方も出動願わないかんということになりますので、１，０００人が最高の参加

人数じゃないかなというふうに考えております。 

 したがって、１，０００人以上になりましたらウルトラマラソンと同様に抽せんという

形をとらさせていただきたいというふうに考えておるところです。 

 それから、寄附金の件なんですけども、全くあてにはなっておらない数字ではございま

す。ただ、先ほども申し上げましたけども、この予算が通りましたら、各企業それから団

体それから個人の方々にも寄附金を募っていきたいというふうに思っておるところです。

そのためにも議員さん方のお力をからんと、この団体だったら寄附金がもらえるよという
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ご協力のほうをぜひよろしくお願いしたいというふうに思っておるところでございます。 

 なお、寄附金とそれから参加人数が増えれば一般財源の持ち出しというのは少なくなる

わけですから、できるだけその辺は努力していきたいというふうに考えておるところで

す。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） ２点ほどお聞きしたいと思います。 

 まず第１点は、２４ページの４款の節は１３です。この焼却炉解体事前調査委託料１２

２万９，０００円が計上されております。これは恐らく解体ということになれば、今現存

しちゅう焼却炉になると思いますが、これの場所の特定。 

 それから、こういったものを調査をするわけですので、今後の実施計画、例えばこれぐ

らいの金額はかかりますよという結果が出たときに、どの程度の予定があって、どのよう

な形で行われるのかというところをまず一点。 

 それともう一点は、３０ページの商工費、７款ですが、それの１３節がありますが、こ

の中で農林バイオマス活用調査委託料と７１９万３，０００円、説明書を読まさせていた

だきましたが、この財源内訳は国の補助金ということで、これは実証試験費補助金という

ような形で出てるわけです。ところが、この調査費のこの委託料を見たところによります

と、そういった実証試験とかじゃなくて、ここへ上げておるのはこういったことで学識経

験者や県、町内の鑑定団体等で組織する検討委員会で検討し、報告書を作成すると。ソフ

ト面のものになっておるし、この辺は本来、町が申請して町が請け負うたもんであるか、

こういった形で広い意味で農作物の残渣とか規格外品とか切り捨て間伐材とかというよう

な形を書いておりますが、こういった広い調査等を含めてやるとしたら、これは町が受け

るような話じゃなくて、これは県が本来やるべき担うべき事業じゃなかろうかというふう

に思っております。 

 例えば町がやるとしたら、その言うように四万十町の場合は間伐材なら間伐材一点に絞

るとかというような形のもんであるべきやないかなと。これをすべて広い意味で農作物の

残渣まで及ぼして全部を広い意味でやっていくという、それは町が担うべきところかなあ

と。逆に言えば、県が担うべきところじゃないかなというふうに判断したもんで、その辺

の詳しい説明をお聞きしたいと思います。この２点についてお願いします。 

○議長（味元和義君） 杉内町民生活課長。 
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○十和総合支所町民生活課長（杉内和一君） お答えしたいと思います。 

 焼却炉解体事前調査委託の現場ですが、昭和町内と役場裏にあります小型焼却炉です。

この２カ所でございます。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） それでは、私のほうから農林バイオマス利

用調査委託料の件につきましてご説明をしたいと思います。 

 この調査につきましては、町長の行政報告の中にもありましたように、先般の６月定例

会でも行政報告をしましたとおり、地方経済産業局の補助事業で平成２０年度のバイオマ

スの利活用のエネルギー事業調査ということがございまして応募しました。そして、実施

計画書を提出後にプレゼンテーション等ありまして、採択をされております。 

 この委託につきましては、町内の農業、農産物、それからまた林産物、間伐材等の、そ

ういうものの有効活用ということで一定全国的な情報とかというものも調査が必要だとい

うことで専門的なシンクタンク等で調査をお願いして、その後その調査報告等の審査とい

いますか審議といいますか、そういうものを検討委員会のほうを設置しまして、その中で

また審議して報告書を作成していくという過程でございまして、旧大正町時代に小型木質

バイオマス事業で林業面については調査をしておりますけれども、一定今回総合振興計画

のほうにもあらゆるところへバイオマスの活用ということで、農業のバイオマス、林業の

バイオマスについても、四万十町の振興のために活用できないかということで出ておりま

すので、これを具現化していくために今回この調査事業を行うことになっております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 説明はわかりましたが、昭和と十和の役場の裏の焼却炉というこ

とですが、旧窪川町にも大きいものがあるわけですよね。これはどうしようもない、これ

をそれで補助金が出るわけでもないし、自前で壊さんといかんというようなことで、調査

してどのくらい金がかかるかもわからんと思いますが、やはりこういったものがずっとこ

うして補助金によって物はつくった、ところが壊す段になったら補助金がないというよう

な形で非常に各自治体は苦慮されておるというふうに聞いております。 

 今後見通しとして、これを実際に全部やっていくわということになれば、これは昭和と

十和をやるだろうかということになっておりますが、峰ノ上のこういったものは含まれて

ないだろうと思いますし、そういったことについての前向きにどういうふうに考えていく
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かなというところをひとつ説明いただきたいと思います。 

 それと、もう一つのそのバイオマス、やっぱりどうもしっくり納得いかんというのはな

ぜかというと、余りにも広過ぎるんです、町が取り扱うにしたらいろんな農業の残渣を扱

う、それから林業のそういった間伐材を扱う。事業というものはある程度全体的な話はわ

かりますが、やっぱり一点に集中して、これはどうするやという方向に持っていかんこと

には、ただぼおっとして広い形でやるとなかなか実現性が難しくなるんじゃないかなとい

うふうに思います。 

 そういった面について、例えば農作物の残渣とか、今の規格外とかいろいろあります

し、そういった意味では余り広うなり過ぎて、机上の論だけで済みゃあせんかなと。実際

の実証して、それでこういったもんをつくってこうやってやりますという形にせんことに

はなかなか話にならんじゃないかなと。ただ、知恵ばあ使うて、ああ、そしたらこうやっ

て机の上でこうやってやった、そしたらそれ使えるかというたら全然使えん。だから、実

現性がないということになりかねないと思いますので、その辺についてこういったものに

集中してこうやってやりますよという面があるかどうか、もう一回お願いします。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えをします。 

 焼却炉の件でございますが、確かに峰ノ上のほうにも大きな焼却炉が残っておりまし

て、現在のところ見積もりをとってみますと１億、ちょっと手元に資料がないんでいかん

のですが、数千万円かかるんじゃないかなと考えております。 

 そういう中で、今まで先送りしてきたそういう施設を徐々に整理していく必要がござい

ます。したがって、今回十和地区にあります２つの焼却炉について今回調査した結果、今

のダイオキシン問題が一番出てくるわけです。それがなければ簡単に壊せれますけれど

も、特に昭和地区については昭和地区内だけで使った小規模の焼却炉でありますけれど

も、やはりそのまま壊すというわけにはいきませんので今回調査をして、結果によっては

取り壊しの方法が決定しますので、そういうことで今回調査をしたいと。 

 それから、繰り返しになりますけれども、順次やはり峰ノ上の施設に向けて処理をでき

るような形にしていきたいと考えております。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） バイオマスの件でお答えをしたいと思いま

す。 
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 議員おっしゃられるのは農業、林業かなり視野といいますか調査項目が広くて机上だけ

のことになりゃあしないかということでございますけれども、これはあくまでも当面本町

にある農産物、林産物の保存量というのはどれぐらいあって、それがどこに使う、供給さ

れてどこにあるのかとか、いろいろなそういう部分をまず調査して、それが実施可能であ

るのか、それから財源としてはどういう財源でやっていくのかとか、事業の採算性はどう

なのかとかという部分のまず基本的な部分についてデータの分析とか調査を行っていくわ

けで、あくまで調査ですので、現在机上でございます。 

 それがその調査報告の中で実施可能なものはいけるなら財源がどういう財源でいくのか

ということまで調査分析した後に、実施については次年度以降可能なものから進めていく

というふうな段取りにことしはなっております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 大体わかりました。 

 それで、町民課長にもう一遍ですが、やはり峰ノ上もそうですし、それから各学校がダ

イオキシン問題でいきますと各焼却炉どこも置いておるわけで、これも壊すこともできん

ということになって非常にダイオキシン、いろんな考え方が言われてます、学説がいろい

ろ違いまして、害にならんと言う人もおるし、そういった意見が出ている中でのこういっ

た焼却炉の取り壊しとなると、旧窪川の峰ノ上については５億円程度かかりゃあせんのか

というたみたいな話も当時は言われておりました。 

 それで、今聞くと１億数千万円というような話になるし、状況によって非常に変わって

くるということもありますので、各学校そのまま焼却炉置いたまんま、どこもほたくって

おるわけで、これどういうようになるかなと。それで、そういった児童・生徒が生活され

る中にああいったものをそのまま置いて、それも壊せれんというような話じゃまたいかん

と思いますし、そういったことも含めていろいろこれからの今後の検討お願いしたいと思

います。 

 それで、今バイオマスのことについては、いろいろ言われておって、議員の中でも今木

材の活用について非常に取り組んで一生懸命やられておる委員会もありますし、そういっ

た面では執行部等を含めて委員の全員がやっぱりそういった中で一つ一つ具体化していっ

てまずはやっていかんことには、失敗してもええから、こういったものをやろうという中

で、一つそういったところの執行部と議員との一体感といいますか、町に対するそういっ

- 290 - 



たことを進めていくようにお願いしていきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

 １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） まずは、少しダブるかもしれませんが、バイオマスの件ですけ

れども、ここに説明書の中にシンクタンクと書いてありますが、具体的に言えばどこ、わ

かっておればこのシンクタンクはどこかということと、その検討委員会でもっと具体的に

何か株式会社とかそういうことを書いてありますが、わかっておればもっと詳細に説明し

ていただければと思います。 

 それから、フルマラソンでありますが、これは下り坂やから公認コースにはならないと

思いますが、どうせやるなら公認コースというふうな工夫はなかったのか、やっぱり同じ

ような形でやるなら公認コースのほうがもっと人気もあってええのやないかと思います

が、その辺伺います。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） １１番議員さんの質問にお答えしたいと思

います。 

 シンクタンクにつきましては、まだこの補正予算可決の後に契約をして決めたいと思い

ますので、まだ正式には決まっておりません。 

 それと、調査検討委員会ですが、一応候補者といいますか、一定打診はしておりまし

て、県内の大学の先生とか学識経験者、いわゆる学識経験者といいますと農協とか森林組

合とかそういうのを議員も含めた町内の経済団体の実質係長クラスといいますか、実務的

なことが委員会の中で諮られるメンバーで構成をしております。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） フルマラソンの公認コースのご質問にお答えを申し上げ

ます。 

 以前は、最初提案した当初は公認コースをとる予定でございました。公認コースとして

いきましょうよということで話をしておって、私たちもマラソンのことが余り詳しくなか

ったものですから、とれるもんだろうという話をして公認コースを目指しておったところ

なんですが、５年ほど前からなんですけども、公認コースの認定が世界基準に変わったよ

うでございます。以前は直線でも別にとれたようでございますけども、直線では極端に言
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いますと、スタートからゴールまでの間がそのマラソンの半分、直線距離で半分以下でな

いといけませんよという規定があるようです。まず、これにひっかかりまして、下りとか

なんとか別にして直線だと４２．１９５キロほとんどあるわけですから、スタートからゴ

ールまでが半分ということになりませんので、頭でそこでひっかかって公認コースにはな

らんようになりました。 

 ただ、先ほど岡峯議員のほうの質問にも答えましたように、幡多農高の高知県ではお一

人の方計測の方がおいでになるわけなんですが、その方にこの間もはかっていただきまし

て、普通の大会と違ってきっちりとした距離でやらさせていただきたいというふうに考え

ておるところです。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １１番松下和孝君。 

○１１番（松下和孝君） 最初のほうはよかったんですが、後のフルマラソンのことです

が、将来に向けて工夫してぜひ公認コースにしたら四万十川で公認コースがあるというた

らすごい人気が出ると思うんですが、そんな工夫は将来に向けてはどうなんですか。 

（生涯学習課長山本弘光君「まず、国といいますか陸連の規定

が変わらん限りは、すみません」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） 申しわけございません。陸連の規定が変われば公認がと

れると思うがですけども、今のところ陸連がそういう規定になっておりますので、なかな

か公認は難しいんじゃないかなというふうに考えております。 

 先ほども申し上げましたように、うちとしては公認コースでやりたいというふうに考え

ておったところなんで、その辺はご理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 一般質問をやっておりましたので、やらないと思っておりまし

たが、２点ほど聞きたいと思います。 

 ページ数は、最初に２２ページの１３節です。さくら貝新築工事設計委託料、この資料

の中でも設計委託料として４０９万２，０００円、そして次のページになりますが、先ほ

どみんな集中的にフルマラソンの話が出ておりますが、フルマラソンについて１点か２点

- 292 - 



聞きたいと思います。 

 国体で大変宿泊関係で苦労しましたが、この宿泊関係をどうするか。 

 それから２点目でございますが、この資料の中に臨時賃金があります。あとそれと、ボ

ランティア、６００人を必要としてボランティアはもうただということでございますが、

この臨時賃金、多分これ役場の職員じゃないんかと思いますが、それに払ってボランティ

アには多分ジャンパーの配布でそれで済ますんじゃないかという、多分聞いたときにボラ

ンティアをやろうとしたときに、臨時賃金は払う、片一方はボランティアでやるという話

は僕はこの辺は職員も何もボランティアでやってもらいたいと思うが、その点お聞きしま

す。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えをいたします。 

 宿泊の件でございますけども、一応今観光協会のほうにご依頼を差し上げております。

大体人数程度の宿泊については賄えるんじゃないかなということで、四万十町全体の旅館

組合さんのほうにご依頼を差し上げないかんなというふうに考えておるところです。十分

賄えるキャパはあるんじゃないかなというふうに思っております。 

 それから、ボランティアの件なんですけども、いうように今のところ考えておるのは、

議員ご質問のとおりジャンパーだけを差し上げるような形でできれば対応していただきた

いと。ウルトラマラソンのほうもそういう形になっておるところでございまして、できれ

ばそのジャンパーも回し使いをするぐらいの気持ちで今のところはおるところでございま

す。翌年度からはジャンパーの製作費をできるだけ削減していきたいというふうに考えて

おりまして、できるだけ一般財源を使わないような形で運営をしていきたいというふうに

思っているところです。 

 それから、臨時の件なんですけども、これは大会当日の臨時ではございません。極端に

いうて、うち職員が７名ぐらいしかおらんわけですから、それでほかの事務もやっており

ましてフルマラソンに係る事務がどうしても重荷になってきているところもございます。

１０月から臨時の職員を１人雇わさせていただいて、フルマラソンが無事にできるように

事務遂行していくための臨時職員でございますので、その辺の部分はご理解をよろしくお

願いを申し上げます。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） 質問がはっきりとわからなかったんですが、もう一度申
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しわけないですがお願いします、すみません。 

○議長（味元和義君） 林健三君、もう一点。 

○１２番（林 健三君） 先に教育委員会のほうから生涯のほうから課長からありました

ので、そっちのほうからやらせていただきます。 

 いろんな形で不平不満がないように、国体では本当にいろんな宿泊先も言うたように苦

労しました。それで、これはまだ向こうの話でございます。早目に取り組みせんとなかな

かそう近くになって１カ月２カ月もあったら大変なことになると思うぐらいで。それで、

いろいろな商工会のところは公民館とか確保してその辺の宿泊、泊まってもらうような段

取り、それからいろいろなウェルカムとか大正のほうじゃったら、また旅館の関係もある

と思います。そういうことを手配をしてやっていただきたいと思います。 

 それから、さくら貝でございますが、設計の関係でございます。 

 これは町長に聞かないかんかもしれんです。この中でも先般の一般質問でもありました

庁舎の問題、この四百何十万円組んでおりますが、これはぜひとも林業振興のために木材

を使うてもらうというような話もあります。 

 そして、私この本庁の中にも建設課の中に一級建築士を持った者が３名おります。前か

ら言ったように、針金でも何でもさびたらなかなか使いにくいわけです。一回そういう形

で職員にやらせて、これだという自慢の家と言うたらいかんですけど、そういう木造をふ

んだんに使って自分とこの設計でやりましたと。何ぼかその経費が浮くわけですよね、職

員でやらせた場合には。確かにその中にかかった賃金は払わにゃあいかんかもしれません

が、ぜひとも町長、前向きな考えはないですか。それをお聞きします。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） さくら貝とそれからデイサービスセンターも同様ということにな

ろうと思いますけれども、これから具体的に設計委託をして内容を詰めていくということ

になるわけでございますが、私は基本的には木造ということでいった方がいいというふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １２番林健三君。 

○１２番（林 健三君） 町長のほうから、思っているという前向きな話ですが、思って

いるじゃない、実行しますということを私言ってもらいたいと思いますが、本当に先ほど

も言うたように木材価格の低迷、うちの本町としては農林でやっていこうという一声が出
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ておりますので、ぜひとも前向きな取り組みをしていただきたい。 

 そして、保育所とさくら貝、年寄りが集まったような、都会のほうでもそういった１階

を保育所、それからさくら貝、共同で使っているようなところもありますので、やっぱり

その辺から子供の教育、保育所のころからいろいろな形でおじいさん、おばあさんを嫌わ

ないというような教育もしていただきたいと思いますので、前向きな、もう一度町長に検

討するんじゃなしにやるというお言葉をいただきたいと思います、実行するという。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 私のほうから先にご説明をさせていただきたいと思いますが、

このさくら貝と興津保育所は同一敷地内に建設をするという計画で進めております。建物

の位置をどうするのか、それから両施設の高齢者の方、園児、そこらあたりの交流といい

ますか、そういったスペースをどうとるのか、また先ほど議員さんおっしゃられたように

木材の活用についても施設の中にどう生かしていくのか、それも含めてプロポーザル方式

で決定をさせていただいております。 

 当然、そのプロポーザルに参加した業者のほうからは、木材を活用した空間をどのよう

に生かしていくのか、そういった提案もいただいているところでして、そういうところを

総合的に勘案もして業者を決定させていただいております。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １３番酒井祥成君。 

○１３番（酒井祥成君） １点だけお伺いをしたいと思いますが、先ほどからバイオマス

事業の関係で非常に議論をしておりますが、その中でこれ以前県のほうで多分４年ぐらい

前じゃないかと思いますが、同じようなことを梼原町、東津野村、十和、それから大正が

入って協議というかそういう提言書じゃなくて、県の取りまとめをやっているはずです

が、これは同じような事業ではないかというふうに僕は見ちょうがですが、そういう中で

果たしてそういう県のほうが取りまとめたものと、この町においてこういう学識経験者あ

るいは県庁なりの関係団体で組織する委員会で検討するとなっておりますけれども、何か

やり方としては同じような気がするわけですが、本当にこれ県の事業そのものの内容を見

ていただいて、なおやらないかんかどうかということが非常に課題ではないかなというふ

うには思いますけれども、そこら辺は県のほうの関係とは整合性、調整をしております

か、その点についてちょっと伺います。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 
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○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） １３番議員さんのご質問にお答えしたいと

思います。 

 ４年前といいますと、多分新エネルギービジョンの幡多西部というか高知県西部の新エ

ネルギービジョンを作成していると思います。 

 詳しい資料は今日は手元にないですが、これはあくまでもエネルギーという分野で高知

県幡多地域のことを考えた調査やと思いまして、今回のやつはエネルギーだけでなくて、

残渣を利用した燃料とかそれから今度マテリアルといいますけど、それの素材の商品化と

か、そういう分野まで広げて何か四万十町の農林業を含めた資源を活用できないかという

ことを調査するということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） １点だけお伺いをいたします。 

 ２７ページの林業振興費の中の報償費、この有害鳥獣のシカの捕獲でございますけれど

も、雌ジカについては１万円、それから雄ジカについては５，０００円ということになっ

ておりますが、それどうしてこのようになったのかお尋ねをいたします。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 雌ジカ、雄ジカの報償金の差異についてのご質問でござ

いますが、一般質問の中でもご説明申し上げましたけども、県の鳥獣保護計画、２０年度

から２４年度までの分の中で、今の生息頭数を見ますと、大体初期頭数が１万２，０００

頭雄雌おるようでございます、このＡ・Ｂユニットとは津野町から以西、西側です。その

中で狩猟による捕獲というのは本当もうかなり雌のほうが少なくて、雄の方が多いという

ことです。 

 従来、１万円ということで雄、雌、駆除の期間中については現在も出しておりますけど

も、この狩猟期間に限って個体頭数の調整事業ということで保護も一つの視野ににらん

で、狩猟期間においては雌ジカのほうを多くとってもらいたいという趣旨があるようでご

ざいます。ですから、狩猟期間に限っては４カ月、１１月１５日から３月１５日の４カ月

に限っては雄ジカ１万円、雌５，０００円ということで雌の捕獲を重点的に実施してほし

いという内容になっておるようでございます。 

 以上です。 
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○議長（味元和義君） １５番竹内常喜君。 

○１５番（竹内常喜君） 一部ちょっと課長の答弁おかしかったところもありますけれど

も、雌ジカについては１万円と、それと雄ジカは５，０００円ということですが、林業家

にとってはシカの被害、これについては雌より雄のシカのほうが被害がたくさん出るわけ

です。それで、どうしても猟期の中で狩猟者がとることについて、やはり雌をとったら１

万円ということで雌ねらいというような感じでもいくのやないかなという気もするがです

が。２５日の高知新聞にも出ておりましたけれども、本山町では町のほうが積み立てをし

て、どっちも１万円という記事が出ておりましたけれども、そういうことの協議は町では

行っておりませんか。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 今のご質問に入ります前に、ちょっと私のほうが逆にお

伝えしとったようです。雌ジカが１万円と、雄ジカが５，０００円ということになってお

るということでご訂正をさせていただきたいと思います。 

 今、他の市町村でちょっと２市町くらいで例があると思います。本山、四万十市という

ことで５，０００円を町費で継ぎ足して１万円の同額を交付していくというようなことが

あるようでございますが、私のほうはまだその辺執行部と調整はしてないです。が、県の

趣旨にのっとって今年はやってみようということで自分自身に考えておりましたので、ち

ょっと協議してないということでございますが、ただちょっと今の考え方を申し上げます

と、一昨日窪川地区の猟友会の総会に出ておったんですけども、やっぱりシーズン中、狩

猟期間中については案外容易に猟ができると、逆に皆楽しみにしておるので、できれば駆

除期間、特に夏場、シカの肉がおいしい時期にちょっとしんどいから、その辺を支援して

もらいたいという要望ございました。 

 これはこの７月に大正地区で３地区の猟友会の中でも出ておりましたので、できればそ

ういった駆除経費に係る分について、現在設置しております国の事業の中で対応できれば

そういった助成もお願いしてみたいですし、逆にどうしても国の事業足らん場合はまた執

行部の方と協議をさせていただいてやっていきたいという考え方でございますので、でき

れば狩猟期間中は他の県の狩猟者も入ってきますので、その辺がちょっとできれば夏場の

ほうに予算化をしたらどうかなというふうに私個人的には考えておるところでございま

す。 

 以上でございます。 
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（１５番竹内常喜君「はい、結構です」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

 ２３番宮地章一君。 

○２３番（宮地章一君） 私１点だけ質問をしたいと思います。 

 ３０ページの１９節になると思いますが、四万十町経営基盤改善強化事業でございま

す。本町では中核的あるいは交流拠点施設として道の駅あぐり、それからホテル松葉川温

泉があるわけですが、これを土台としてブランドの開発なり、総合販売体制の確立という

ことで、今回事業を受けて取り組むわけですが、私はこの目で見てきた中でやはり、ブラ

ンドもある一定、先般の一般質問の中でもお話をしましたが、ある一定ブランドも確立が

できたという部分もあるわけですし、そのできたものをどういうふうに販売をしていく

か、あるいはどういうふうに広めて生産をしていくか、生産加工していくのかというとこ

ろへ取りかかっていかないかんという部分が大部分あると思いますけれども、ここの一つ

の株式会社あぐり窪川ですか、これにこだわって何こそ続けていくというのはどうかなと

いう思いがあります。 

 先般も言いましたように、裏の加工場の職員の方とも話をした中では、結構私たちは今

つくっておるのは売れると思うと。ただ、売る体制がないというお話をされとったわけで

すが、あそこから飛び出てもっと前に出ていろんなことに取り組んでいくというよう取り

組みをせんと、同じことをしても余り意味はないじゃないかなという思いがいたします。 

 かなりいろんなもの、先般も話したように米粉にしましても畜産品にしましても、かな

り精力的にいろんなものが製造されているわけですので、そのいい製造されたものをいか

に売っていくかということを、あそこから飛び出て取り組んでいかないかんがやないかな

という思いがするわけですが、そこの点についてちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） ご指摘のとおりだというふうに思います。私も一般質問

の中でご回答させていただきましたが、現在でもかなりの多種多様な２５品目、トータル

でも町内にございますし、そのうち大半があぐり窪川の商品が占めてます。ですから、今

後市場等のマーケットも調査をしながら、今ある商品をやっぱり精力的に売っていくよう

な方策を立てていかなきゃならんというように思ってますので、そういったことでご理解

いただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） ２３番宮地章一君。 
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○２３番（宮地章一君） 今の課長の答弁にもありましたように、かなりのものができて

おるということでございます。 

 ただ、今一方進めていかなければならんと思いますのは、米粉の加工にしましても今全

国的に一つのブームにもなっておりますし、米政策の中でも米粉でいろんなものをつくっ

ていくというのは非常に大事になってきておるわけですが、もう一歩進めて、今のあぐり

窪川の場合は米粉を原料に使うような体制にもなっておりませんし、米粉を自分のところ

で粉にするという体制もできておりません。そういう方向にもう少し思い切って取り組ん

でいくということが大事じゃないかというように思います。 

 今のあぐり窪川の体制の中では限度があるんじゃないかと。特に販売等については限度

があるというふうにも思いますので、こういうもう一歩飛び越えた形でこういう事業を利

用しながらこういうような事業に取り組んでいただきたいというふうなことを申し添えて

終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） １点お聞きします。 

 ページは２４ページですが、環境衛生費の中でハチの駆除用備品購入ですが、内容につ

いてちょっと説明お願いします。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 ことしは非常にスズメバチが発生しておりまして、現在今までに３０件以上の処理をし

てきたとこです。ところが、四万十町の窪川の部分に防護服もなしで処理をしておりまし

たけれども、大変攻撃性の強いハチでございますので、大正総合支所のほうにあるものを

借りながらやっておりましたけれども、窪川地区だけにハチが多いわけではなくて、全体

にことしは多いということで、なかなか防護服の利用が難しいと。そういうことで、今回

１着買ってほしいということで、以前はかなり安かったと思って見積もりをとってみたと

ころでございますけれども大変高くなっておりまして、これが１着分の金額ということに

なります。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） この防護服についてはちょっとお聞きをしたがですが、ほかで

も。いろいろピンからキリまであるというふうな話も聞いたんですが、かなり調査をされ
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たんですか。例えば５万円とか６万円とかそういうふうなのもあるというふうなあれを聞

いたんです。 

 例えばかなり丈夫にできておるということですよね、１９万円ということは。それで、

その中でそういう例えば５万円、６万円のものがあれば、２つ構えるとか、確かにことし

はハチが多いようで、かなり十和の地域からもボランティアとして出ていって、ハチを巣

を取ったというのは４０とか５０とか言ってましたので、かなりのもので全体的には多い

かなという印象を持ってます。 

 そういう中で、大正に２つあると言いましたかね、備えているのが、今保管をしている

のが。それで、それを借りにいつも行ってやっているようで非常に効率というかあれが悪

いと。それで、できれば例えば１９万円でしたら４年、１０万円ぐらいのものがあれば２

つ買えますので、それを例えば十和に１つ、窪川に１つとか、そういう形で保管をされた

ほうが効率的にいいんじゃないかなというふうな印象を持ってますので、その辺のことが

どうなのかなということです。 

 それから、多分ボランティアと言ってましたので、職員の方じゃないですよね、民間の

方が多分ハチをとったりするのには従事されているんじゃないかなというように思うわけ

ですが、そこら辺のちょっと中身についてもお聞きしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 その防護服については、やはり対象となっておるのはスズメバチということでございま

すので、かなり針が長いわけです。そのことを考慮してやはりスズメバチの専用の防護服

ということになりますので、なかなか金額的に５万円ほどのがあるというのはちょっと僕

のほうも調べた中ではありませんでした。 

 したがって、今回、先ほどもちょっと言いましたけれども、以前に僕が大正におったと

きに購入したものよりはるかに高くなっているという印象ではございますけれども、素材

としても軽くなって、夏場でございますので大変着ると暑いわけです。暑くてもう狭いエ

リアで使おうとすると何分も着ておれない状況にもなります。 

 したがって、そういうことを考慮すると、やはりこの程度のものを買っておかないと処

理される方が返って熱が出て、そこでダウンするということも考えられますので、それを

採用してみたいというふうに考えておりますし、それから一番のベストな方法としては１

人では行かない。当然１人で行くということはもしということもありますので、２人で行
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くということについて、場合によって２人で処置をしなくてはいけない。若干今の自分た

ちが処理をしている方法とすれば１人が前へ行くと、１人が後から後方のハチに対して処

理をするというふうなことはやってますけれども、その件についても大変安全なかという

とベストじゃございませんので、それも考えてみると本来ならば２つあるのがベストとい

うふうには考えております。 

 それと、どういうふうな体制かということがございますが、今自分として考えておるの

は、要綱をつくっておるわけでもないわけですけれども、やはり町内にはたくさんのお年

寄り家庭があります。そのお年寄り家庭に向けては、町のほうとしても言ってきたことに

ついては処理をしたいというふうな形で今２名体制で処理をしに行っております。 

 ただし、十分に働きながら予算的にも余裕がありという家庭はたくさんありますので、

その方については地元の処理業者が１件あります。そこに一応紹介して、そこを使ってい

ただけませんかということでご理解を願っておる状況でございます。 

○議長（味元和義君） ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） その防護服については、つなぎ、全体的につながっている防護服

と、それから上と下が分かれている防護服、つなぎについては確かに安全は安全ながらも

非常に暑いというふうなボランティアの方が言ってましたが、できれば別個のがええと

か、そこらあたりも含めてボランティアに行ってもらっている人なんかの意見もよく聞い

て、それと今言う１カ所だけの問い合わせじゃなくて、やっぱり防護服を買うにも何軒か

の店を当たりながら、やっぱりちょっと詳しく調査をしながらやってもらったらいいんじ

ゃないかなというふうに思います。 

 それとその体制です。確かにボランティアの方も忙しい人もおります。非常に忙しい中

で行かないかんというふうなところもあるがですが、体制についても一定何らかの考慮

を、例えば行ってもらったら１回２，０００円とか３，０００円とかというふうなことは

できるのかどうか、その辺将来的な考えの中でもいいんですが、そこらあたりも含めて、

ただ言われたけん、それならボランティアで行ってくれんかというふうな形にするのか、

あるいは将来的に向けてそういう方には何らかの報酬と言うたらおかしいですけど、そう

いうあれができるのか、将来的なことも含めて答弁いただいたらというふうに思います。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 基本的には、町が受け持つ側のですけど、お年寄りのところについては行っていると先
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ほども答えたと思いますけど、そういうところを町もなかなか多いときには１日に６件行

ったこともあります。そういうことも含めなかなか合間をくぐっていくというのは難しい

部分をボランティアが請け負ってもらえるということになれば、大変助かる部分があると

思いますけれども、何分にもことしほどの異常な繁殖力というか、多いことはここ何年間

の中ではなかったと思います。去年はほとんど１件言うてきただけで、その前の年がちょ

っとありましたけれども、そんなような状況があります。 

 したがって、まだ大正、十和、窪川、それぞれ総合支所間で協議をしながら、そのこと

について話し合った経緯はございませんので、話し合いをしながら今後の対応については

考えていきたいと、そのように考えますので、よろしくお願いをいたします。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） 予算書２７ページ、資料は３ページでございますが、先ほど

竹内議員のほうから質疑がありましたが、このシカの個体数調整事業、これの雄ジカ、雌

ジカの額の差というのは、先ほど説明を聞きよりますと、雄ジカが多いというような理由

のようですが…… 

（「雌」と呼ぶ者あり） 

 雌ジカが多いので１万円と、それで雄ジカが少ないということですか。 

 私はちょっと勘違いしておりましたが、雌ジカは子供を産むからこれをあれをせないか

んと、除外せないかんということで高いのかなと思うておりました。 

 そういうことで、がしかし、これは雄ジカ、雌ジカに報償金払うわけじゃあありませ

ん。捕獲する人に払うわけですから、捕獲する人は雌ジカがとりにくうて、雄ジカがとり

やすいというもんじゃない。ですから、特に夏場は大変なんです、僕もちょっとやってま

したけども。これはどうも検討していただく余地があるんじゃないかと。雄ジカでも雌ジ

カでも、来たのは雄ジカやら雌ジカやら角を見るまでわかりませんので。ここらあたりは

竹内議員が言われましたように、被害が雄ジカの方が多いということになればなおさら、

これは少なくとも平等にすべきではないかというように私は思いますが、そこらあたりち

ょっと見解をお願いします。 

 次に、６款２項２目の１９節のうちで、これも鳥獣害に関することですが、資料の３ペ

ージの真ん中にありますが、これがちょっとわかりかねます。内訳を見てみますと、総事

業費が３，９７７万８，０００円とあります。そして、その次に国の補助金が５５％で
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２，１８３万５，０００円とあります。今回の予算計上しております補助対象のほうは、

今言いました総事業費から国の補助金を差し引いた分の３分の２が町補助金として今回補

正がされた分ですね。それで、３分の１の地元負担は１，３００万円ですか、こういうふ

うに出て、町補助金が３分の２で地元負担が３分の１ということになっておりますが、総

事業費というのは左の方へ詳しく書いておりますように、３年間の総事業なんですか。 

 それと、国補助金の５５％というのは、このあとの４５％が今回の補助対象になってお

るわけですから、この５５％というのはどういうふうにして補助されるのか。 

 それからもう一点、協議会というのをつくっておるようですが、この申請は補助金は協

議会へ交付されるようですが、町民の方は協議会のほうへ申請したらいいのでしょうか。

そこをお伺いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） まず冒頭のご質問でございますが、雄ジカ、雌ジカのち

ょっと説明不足でちょっとあれですけども、まず今の報奨金制度、県の緊急対策の関係で

は、猟期を除く期間、ですから３月１６日から１１月１４日までは雄、雌同額の１万円で

現在委託の交付をやっております。 

 今回、４７２万５，０００円についてでございますが、これは猟期間に限って、ですか

ら雌、雄の関係で差がついたというのは猟期間に限ってでございますが、先ほどの僕の方

の説明が足らなくてちょっとあれかもわからんですけども、初期時の頭数というのは１９

年度段階だと思いますが、この地区で１万２，０００頭余り、雄、雌それぞれおるようで

ございます。これもあくまで推計でございます。で、狩猟でとったデータを見ますと、１

０分の１の対比数は雌ジカ捕獲の数字になってますので、この猟期間中は現在、この４７

２万５，０００円の根拠は雄ジカが３３０頭、雌ジカが３１０頭ということで、頭数的に

は雄ジカを少し２０頭ぐらい増やしてますけども、実際全然１０分の１に足らないような

狩猟実数でございますので、なかなかそれで功を奏すかなという気もしてますが、当面そ

ういった数字の中で今回の補正予算を要望しておるところでございます。ですから、猟期

間に限ってということで５，０００円の差があるということでございます。 

 それで、先ほど３，９７７万８，０００円の総事業費は単年度か総額かといいますと、

単年度事業で平成２０年度の事業での事業費となってます。 

 その次の補助の流れはといいますと、四万十地区に四万十町鳥獣防止対策協議会という

のを組織をしておりますので、そこに国のほうから直接これの５５％の補助金が流れてく
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るようになってます。その協議会のほうに今回の額をまた町のほうからも補助をするとい

うことです。地元の方は３分の１の同額、従来どおりの３分の１の自己負担となってまし

て、この負担率は県の事業とともに合わせておるということでございます。 

 で、国、県なぜそんなことをするのかという、ちょっと補足で説明もろうておきます

が、５０万円以上の大きな事業については、国の事業に乗りかえていくと。それ以下の小

規模な事業については県単で対応していくということのスタンスで今のところ実施をして

おるところでございます。 

 それから、各地区の事業申請についてでございますが、従来どおりこれは広報をまた出

させていただいて、市町村の窓口担当課のほうへ出していただいて、その取りまとめを協

議会のほうの事務局で推計をして来年の事業を予想するという流れでいきたいと思ってま

す。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） シカの関係はわかりましたが、そうですか、これ鳥獣害防止

の分は総事業費は３，９７７万８，０００円で、そしたらこの５５％というのは、直に協

議会へ行くわけですね、直に行く。それで、それへ加えてまたその３分の２の分へ国がま

た入ってくるということですね、国プラス町補助金とありますので。そしたら、協議会は

随分大きなお金を持つということになるわけですね、３，９７７万８，０００円。そのう

ちで国から直接２，１００万円行くと、それからあとは、この３分の２の補助金もこれは

協議会へ行くがですか、個人に行くがですか。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 補助金の流れ、ちょっとご説明させてもらいます。 

 ここの町補助金のところに書いております括弧書きについては、国と町補助金の３分の

１相当に至るまでの額ということで、国が５５％、２，１８３万５，０００円、それから

３分の２に不足する額４６５万円ということでご理解いただいて、これちょっと記入上、

国、町補助金が３分の１相当というのはそういう意味で書かせてもらっておりますので、

ちょっとご了解いただきたいと思います。 

 それから、補助金は直で入るようになってます。それぞれが直で協議会のほうへ入りま

すので、国はそのまま協議会のほうに市町村の補助金も協議会申請によって交付決定を

し、交付していくという流れになってます。 
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○議長（味元和義君） ２５番宮崎南海男君。 

○２５番（宮崎南海男君） もう一回確認したいと思います。 

 総事業費が３，９０４万円でその分で直に５５％国の補助金がその協議会へ行くと。そ

れで、同じく町補助金の３分の２分も行くということですね。町と協議会の関係は申請関

係はどうなりますか。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 通常の補助金交付申請書によって交付決定をしてやって

いく形になりますので、全体事業費の中の３，９００万円の中、その内訳等々の予算書を

つけたものを申請いただくようになると思います。 

○議長（味元和義君） 会議の途中ですが、ただいまより１０時５５分まで休憩をしま

す。 

            午前１０時４０分 休憩 

            午前１０時５５分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） ２点お伺いをします。 

 まず最初に、２５ページの銀河の１１節の需用費で消耗品費６３０万円、これがどうい

ったものかわかりませんので、答弁願います。具体的にどういったものでしょうかという

ことです。 

 それともう一点は、だんだんと出ましたマラソンの件ですけども、私もどういうわけか

委員ですけれども、まだ一度も参加できずにおりまして内容が全くわかっておりませんの

で、まことに申しわけございませんけれども何点かお伺いします。 

 ４月１日で、来年は４月５日の開催ですけども、秋の１００キロ、６０キロのウルトラ

マラソン、こちらのほうにも前夜祭等へ３年ぐらいですか、参加させていただいておりま

すけれども、非常に人数が多いと。それで、この春のちょうど４月５日、多分桜が四万十

川沿いにずうっと咲いてるシーズンだと思います。もともとこれをにらんでのことだと思

うんですけれども、それで５００人から１，０００人ですけれども、先ほどの答弁では

１，０００人以上はとても無理かなという答弁でしたけども、それで一番心配するのはや

はり宿泊関係です。それで、観光協会のほうとも今話をしながらどれぐらいの人数の受け
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入れが可能かと、はたまた国体でやったような民泊、これなんかもやっぱり視野に入れて

やるべきでないかという意見もございましたけれども、確かにそのとおりだと思います。 

 それでまず、１点目お伺いしたいのは、現在行われておりますウルトラマラソン、こち

らのほうでどのぐらいのウルトラマラソンに対して申し込みが来て、１００キロと６０キ

ロ、中村発、十和発、２つコースがありますけれども、それぞれ合計でどのくらいの方が

今走られておるのか、そういう教育委員会は担当外ですけれども、勉強の中でそういった

ウルトラマラソンはどのくらいの規模で申し込みがあってやっているのか、もし調べてお

るんでありましたら、まずその点をお伺いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 クリーンセンター銀河の消耗品費６３０万円というのがあり、どうなのということでご

ざいますが、これにつきましては焼却炉の中に火格子、ストーカーというふうに呼んでい

るんですが、炉の中でものを入れて焼くときにだんだん送り出していく装置なんです。そ

の部分が２炉で４３２本、物があるわけです。それを毎年消耗していきますので、変えて

いかないかんという部分があります。当初予算でも計上はしておりましたけれども、かな

りいろんな分が高額になってましたので、その部分を今回、当初予算で落としてましたの

で、今回どうしても上げておかないと炉内が傷んできますので、その部分を今回計上させ

ていただきました。実際的に１本当たりが１５万円ほどする高価なもんでございますけれ

ども、大変鉄が上がってくる中で従来見積もりを取っておったよりもう少し上げてほしい

という要望もあるようでございますが、今回実際的な６０本ですか、それにつきましては

以前の金額でいきたいということで、今回計上させていただきました。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えを申し上げます。 

 ウルトラマラソンの規模なんですけども、１００キロの部なんですが、参加選手という

のは１，５００名です。申し込みが去年ベースで言いますと２，０００人程度の申し込み

があっておりまして５００人が抽せん漏れをするということになっております。それか

ら、６０キロなんですけども、７００名ぐらい申し込みがございます。それで、３００人

を上限としておりますので、４００名程度が抽せん漏れをするということの状態でござい

ます。 

 以上でございます。 
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○議長（味元和義君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） 銀河のほうはわかりました。 

 ウルトラマラソンのほうの今申し込みが両方で、じゃあカットしているのは９００人、

１００キロと６０キロでお断りしているということで、両方で１，５００人と３００人の

１，８００人が走っているということですけども、それでちょっとお伺いします。 

 今回の来年の４月５日のフルマラソン、かなりの申し込みがあるんじゃないかなと。恐

らく２，０００人ぐらいは申し込みが来るんじゃないかなとも、可能性はあると思うんで

すけども、このときに先ほど課長答弁では１，０００人以上はちょっと難しいということ

ですけれども、仮にその申し込みがあって、いわゆる行政のほうで１，０００人ぐらいま

では何とか、ボランティアが６００人ですので、対応可能かなという答弁でしたけども、

実際に初めてやるこのフルマラソンで、いわゆる運営がランナーズじゃなくって、ボラン

ティアでやりますので、非常に運営が難しいかなという気がします、心配しております。 

 それで、もう一回５００人になるのか１，０００人になるのか、これまたボランティア

の方々と非常に詰めた話をぜひしていただきたいんですけれども、それで例えば申し込み

が来た、５００人にしろ１，０００人にしろ、我々としてはやっぱりせっかく開催する大

会ですので、やはりできるだけ多くのランナーに参加してもらいたい、しかもやはりこれ

からの四万十町をＰＲするためにも町外、県外の方々から多くあると思うんですけれど

も、その基本的には地元を優先するのか、その枠です。例えば５００人の中で地元を例え

ば半分とか、県外とかそういうあれをどんなふうに考えておるのか。 

 その点ともう一つ、まだ質問もなかったんですけれども、いわゆる公認コースじゃない

コースでやるということですけども、警察のほうの使用許可が要りますわね。これはもう

既におりているのか、その２点をお伺いします。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えを申し上げます。 

 実行委員会のほうでは４部会、部会を持っております。協議部会、それから総務企画部

会、イベント部会、沿道部会ということで４つの部会を立ち上げて今検討しておるところ

です。で、今立ち上げとるところが総務企画部会と協議部会の２部門を立ち上げさせてい

ただいて検討を重ねておるところです。 

 総務部会のほうでその辺のことももうちょっと煮詰めていかないかん状態でございまし

て、今ここで地元枠をどうのこうのというご答弁ができないとこでございますのでご了承
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願いたいというふうに思います。 

 それから、警察のほうなんですけども、警察につきましては今協議部会のほうでコース

を選定しまして、警備員の配置等もある程度人数を把握して決めて提出をしております。

警察のほうは、高知県警のほうからかなりきつい形の申し出があったようなんですけど

も、かなり窪川署の署長さんは協力的でございまして、できる限り今のやり方で許可をし

たいと。 

 ただ、警察のほうの交通警備については、こちらのことも大分聞いてもらわないかんぜ

よという話は伺っているところです。もうすぐ県土木のほうに使用許可を出させていただ

いて、正式に警察のほうに届ないかん形にはなりますけども、今大体内諾ではいいんじゃ

ないかというご返事をいただいておりますので、今後詳しく詰めていきたいというふうに

考えております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １４番下元昇君。 

○１４番（下元 昇君） わかりました。総務企画部会のほうでこれから最終的に決める

ということの答弁ですけども、できるだけ余り無理がない程度がいいかなという気はしま

すけれども、できるだけそういった一応何人枠でそういう地元とか、できるだけ宿泊の関

係がありますので、宿泊も例えばウルトラマラソンの場合も遠いところでは須崎あたりか

らでも泊まってますが、人数が多い関係上。できるだけできれば四万十町内で宿泊もして

いただいて、あるいはどうしても人数によっては無理かなということがあれば、近隣の市

町村で泊まっていただけることになろうかと思うんですけども、できるだけやっぱり地元

に宿泊の経済的な効果ですか、お金を落としていただきたいということもありますので、

それなりの受け入れ態勢の問題もありますけれども、人数を決めてできるだけやはり県外

からのランナーを受け入れができるような体制で話を進めていっていただきたいと思いま

すし、警察のほうの許可もやはり早目早目にやっぱり話し合いして許可をいただくように

お願いをして、答弁は要りません。終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 黙って座っておこうかなと思ったんですが、同僚からどうして

も聞いてくれということで、何かおはらいみたいな感じで大変申しわけないんですが、２

点か３点、お聞きしてみたいと思います。 
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 まず第１点ですが、旧十和村の十川とそれから昭和でしたか、焼却炉のその調査、修理

の調査の件でお伺いしたいと思うんですが、１棟当たり６０万円ということで、今聞いて

いますと１メーター四方ぐらいで余り大きな焼却炉じゃないよということでしたが、これ

はひょっと特殊な調査が必要なのか、そこらあたり私わかりませんので、そこらともう一

点、何社ぐらい見積もりをとったのか、これをお聞きしてみたいと思います。 

 そして、先ほど出ましたハチの防護服のことですが、若干私も高いかなあとは思うんで

すが、必要であるということでわかりますが、しかしこれよく聞きますとボランティアの

方にもお願いしておるということでしたが、このスズメバチというのは私の知り合いも動

脈へ入りまして、知らんなったと。それから、ここにおられる大正総合支所長の方もどう

やら一歩夢境を同一にするようなところがあったようですけれども、この保険というもの

はどうなっておるのかということをお聞きしてみたいと思います。 

 それと、フルマラソン、先ほどコースをお聞きしてみますと、北ノ川から上宮の沈下橋

をおりていくと、だったですね。あの沈下橋はかなり、期間ちょっと私も忘れましたが、

増水なんかでつかる可能性がありますね。危険なコースやろうね、やはり。それは危険は

回避して警察の方も出てストップすると思うんですけれども、仮に増水なんか出たとき

に、コースは上に上流側に抜水橋がありますんで、それはあのコースを変更ということは

可能だと思いますけれども、４２．１９５キロというと、これは洪水で行けんなったよと

いうたときには４２．１９５キロの距離の算定の仕方というものはどうなっておるのか、

その３点についてお聞きしてみたいと思います。 

○議長（味元和義君） 山本生涯学習課長。 

○生涯学習課長（山本弘光君） お答えを申し上げます。 

 増水の場合にどうするかということでございますが、一応４月という時期ですんで、恐

らく増水の危険というのはかなり少ないんではないかなというふうは踏んでおるわけなん

ですけども、万が一のこともございます。別にもう一つコースをこしらえさせていただい

て、ちょっとこれは危険だなという場合にはほとんど３８１号線を使うようなコース設定

になってこようかというふうに思っておりますので、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 先ほどの焼却炉の件ですが、焼却炉については確かに大小ありますけれども、やはり一

たん焼却した上においてダイオキシンの関係が発生してます、多分。そういうことで一た
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んそのダイオキシンの調査をしないと処分がなかなかできないというふうなたてりになっ

てますので、それについて炉の内部、それから煙突の上部でしたか、何カ所か取らないか

んというようなことがあるようです。それを今回計上しました。その見積もりについては

特殊なこともあって１社で今見積もりをとってますけれども、入札に関してはまた考えな

くてはいけないんじゃないかなと考えてます。 

 それから、ハチの件ではございますが、言うたように高価なもんではありますけれど

も、先ほど議員おっしゃるとおり、大変スズメバチというのは猛毒を持ってますし、それ

に刺されると大変なことになりますので、防護服についてはしっかりしたものが欲しいと

いうことはあります。 

 それと、ボランティアの方です。ちょっと十和のほうでのことかなと思いましたけど

も、まだ先ほど言いましたけれども、大正、十和での打ち合わせというのはきちっとハチ

に関してできておりませんので、ちょっと打ち合わせをしながら、その保険に対しても考

えてみたいと。今のところは保険という形では入っておりません。 

○議長（味元和義君） １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） 大体わかったわけですが、１点ダイオキシンの関係で、この検

査をせんといかんということで、その費用がある程度入っておるということで理解しまし

たが。そしたら、炉の中に多分壁とかなんとかにいっぱいついとるわけですよね。これの

処分についてはなかなか処分できないわけですけれども、ひょっとその処分費なんかも私

はこの中に入っておるのかなあと思っておったんですが、それは入ってないわけですね。 

 それから、ハチの件は先ほども言いましたように繰り返しになりますが、非常に危険で

すので、ぜひそこらあたりボランティアの方にお任せするんであれば保険の関係も整理を

してやっていただきたいと思います。その１点だけ、焼却炉の。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） この経費の中には今言われる処理費っていうのは入って

ませんので、一応検査をしてその結果に基づいて取り壊しをどのような形にするかという

ふうに決定していくための調査でございます。 

 それから、今言われるようにハチに対してのことについては、それこそ総合支所３カ所

で集まって今後については協議していきたいと、このように考えます。 

○議長（味元和義君） １６番田邊幹男君。 

○１６番（田邊幹男君） ちょっと今のその見積もりの段階というか、そういった競合さ
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すというにできるだけ。これはどっかがやるでしょうが、大もとはあるでしょうが、その

下請でどうのこうの因果関係ができんように、ひとつ数社をとって見積もりを、競争入札

という形にしていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） それでは、質問させていただきます。 

 先にですが、総務費のほうで総務費１７ページの企画費で公共交通行動計画策定委員会

の委員の経費とまた委託料の１８ページの１３節で公共交通実態調査委託料と出ておりま

すが、これは公共交通ということではことしの３月議会でしたか、１２月議会等で企画課

長が答弁をされて公共交通体系を見直していきたいということで、これが予算化されて現

在委員会が開かれてると思いますが、現在どういうふうな状況になっていて、また実態調

査ということはどういう対象者へやっていくのか、その委託関係をお伺いしたいというこ

とと、それから次に民生費のほうで２２ページです。障害福祉費１３節の委託料、第２期

障害福祉計画策定業務委託料、これは次の第２期の障害者福祉計画を今回策定ということ

ですが、どういうふうな計画の期間と委託をする委託先等にちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

 それから、さくら貝の話が先ほど出てましたが、さくら貝の施設そのものはあれは平成

７年でしたか、７年か８年でしたが、そのころに新築されたまだ２０年も経過してないと

ころが移転ということで塩害等もあったと思いますが、なかなかこの建物を再利用できる

というような見込みはなかったのでしょうか。 

 それと、設計の方も入られたと思いますが、そこら辺が中の設備等についてどれだけの

ものが再利用できるかということ、それからプロポーザル方式で決定をされたということ

ですが、保育所との併設ということでもうちょっと具体的に両方が有効的な建物利用等で

どういうふうに考えておられるかということをお伺いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） 予算書の１７ページ、１８ページの公共交通の関係のご質問

に対して説明させていただきます。 

 この公共交通会議、今月の１７日に開催をしたところです。内容については、１回目の

会議ということで公共交通、いろんな関係者１７名の委員さん、おるわけなのですけど、
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その人が集まっていただきまして、その課題整理という形で会議を行いました。 

 １７名の委員さんの構成としましては、大学の先生、それから運輸支局の調査官、それ

とバス事業者、タクシー事業者、それから通院バスといいますか、の関係者、病院の関係

者、それと住民代表、利用者の代表です、３人、それと物の輸送としまして２つのＪＡの

担当者という形、それプラス副町長の委員で構成をされております。 

 初めということで、何回の会合になるかということがおおむねわからなかったわけなの

ですけど、当初は１０万円予算を組んでおったところですけど、その報償について今後大

きな課題でもあるし、じっくり協議もしなければならないということで５回くらいやりた

いということで、その増額を３２万３，０００円ですか、今回補正をしているところで

す。 

 それからもう一つ、公共交通の実態調査の委託料の７９万８，０００円でございますけ

ど、総合振興計画のときにもその中での住民アンケートでいろんな課題についてしたとこ

ろです。その中でも公共交通に対するいろんなニーズが高いということがうかがわれまし

た。 

 そういった意味で今回もう少し精度の高い住民ニーズ調査をしていこうということと、

それから事業所がいろんな利害関係もあるわけなのですけど、その調整に対して現実事業

者がどう考えどういうふうにしていきたいかということをじっくり調査したいということ

で、今回この調査費も組んだところです。 

 これについては、県の補助金３分の２の補助金でありますけど、この間高知新聞にちら

っと載ってたと思うわけなのですけど、その補助金で対応をしていくということになって

おります。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） ご質問についてお答えしたいと思います。 

 障害福祉計画につきましては、１８年度、１９年３月に障害者計画と障害福祉計画と２

つを一体的に策定をしております。障害者の基本なところの計画につきましては、中・長

期ということで２３年度までの計画で、福祉計画につきましては、この２０年度までの計

画となっておりまして、２１年から２３年度にかけての３カ年の福祉計画を今回策定する

ようになってます。 

 当初、委託という形で検討をしておりませんでしたけれども、この計画についてアンケ
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ートを、利用意向等についてアンケートを実施するようにということで、方針が国のほう

県のほうから参りましたので、このアンケートの集約等に係る事務量等職員ではちょっと

対応ができかねないということで、今回委託という方向性で予算を計上させていただいて

おります。 

 それと、さくら貝の件ですが、さくら貝については確かに耐用年数からいいますとまだ

１１年ぐらいの経過やと思われます。この間におきましても、先ほどおっしゃられました

ように塩害ということで、他の施設とは違ってかなり大規模な修繕をしたこともありま

す。今回当初予算にも入り口というか、雨よけについても大規模な改修が必要ということ

で予算計上しておりましたけれども、今回急遽移転という形でそこについては必要最小限

の修繕でおさめようというところになっておりますが、そういうこともありまして実際こ

れを移転するというのは、一番の目的がやはり高齢者の方が利用されているということ

で、もし地震による津波が発生した場合に対応ができないということが一番の理由でござ

いますので、そこのあたり、これについては必要かと考えております。 

 ただ、跡地利用につきましてですが、これについてはまだ現在のところどういう形でこ

の施設が利用できるかというのは、まだ検討はされておりませんので、今後そちらのほう

につきましても可能な限り利用はしたいと思いますが、人員が津波による危険性というと

ころがありますので、そこの辺でまた慎重に考えたいと思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） すみません、１点抜かっておりました。 

 保育所等の併設によるということですが、確かに今核家族化とかという形で高齢者の方

に対する日々の生活の中でそういう配慮といいますか、高齢者へどんなふうな対応でとい

うようなことが少なくなっていると思われます。そういう点ででも多分併設という形でど

ういうまだ施設を設置するかという形は今設計業者が決まりまして、その中でそれぞれ地

域住民の保護者の方ですとか、それぞれ施設の職員等によりましてワークショップを開催

しておりまして、その中で具体的にどういう方向が一番いいだろうかという形で地域の

方々のご意見を聞きながら進めてまいりたいと考えております。 

○議長（味元和義君） ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） 公共交通の件ですが、大体わかりました。ただ、住民に精度

の高いニーズ調査ということで、多分対象者というか利用者等に大体対象人数がどれくら
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いで精度の高い調査をやっていくかということだけをその点についてをお伺いしたいと思

います。 

 また、障害者福祉計画、この策定、いつもソフト、プランニングとかそういうときに

我々はこういう計画にも自分も参加したことありますが、さまざまな、そのときにせっか

くであるから非常に多種さまざまな角度から皆さん委員が出ておられるので、できればソ

フト的なことはできる限りこの町でやっていただきたいということですが、今回は調査に

ついてのみの計画策定ということになるんでしょうか。 

 それとそれから、さくら貝それから保育所では大体建物の面積が今よりどれくらいの、

現在の建物よりもどういうことであるかということと、また坪単価が大体どれくらいのも

のかということをわかっていれば教えていただきたいと思います。 

 それからすみません、ちょっともう一つ質問ですが、２４ページの３目の母子保健事業

の１８節備品購入費、命の教室教材購入費２７８万３，０００円計上されておりますが、

この命の教室はどういうふうに事業展開をされるかということと、備品等についてを説明

お願いいたします。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） １８ページの公共交通実態調査委託料の関係で精度を高める

ために何名ぐらいの対象者で住民に調査をするかということですけど、実際高南観光、北

幡観光の路線だけで見ても系統で言えば二十数系統あろうかと思います。それからまた、

走ってないところが一番の課題であるわけなのですけど、この路線バス定時定路線で走っ

ていくのは実際の住民の足の確保というニーズになっていないということが一つの課題で

もありましたので、そういう意味ではいろんな谷々といいますか、一番ニーズがおるであ

ろうというとこの調査も必要になってこようかと思います。 

 そういう意味では、まだ何名か承知していないところなわけなのですけど、十分住民の

声が把握できるような調査個体といいますか、になってこようかというふうには思ってお

るところです。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） まず、第１点目の障害福祉計画ですが、こちらは調査業

務だけの委託ではなくて計画全体についての委託となっております。ただ、その中ででき

るだけこの予算が可決いただきました後は早くに取りかかりまして、策定委員会というそ

のものはもう設置する予定はなくて、現在自立支援協議会というのを立て上げております
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ので、そちらのほうで会を多く持ちましてご意見のほうはいただきたいと考えておりま

す。 

 それと次、命の教室でございますが、命の教室、カンガルーのポッケといいまして、今

現在は大正地区、十和地区で保育所、幼稚園、小学校を対象に主に実施しておる分でし

て、妊婦の方に来ていただいて、そこで胎児エコーを観察、それから妊婦さんに直接触れ

ていただいて母体で成長する胎児を通して命の大切さとそういうところを学んでいただい

て、今問題になっております自殺等の予防に行く行くはなろうかというところで実施して

おるところです。 

 今回購入をする分につきましては、胎児エコーの観察というところで、今現在診療所の

器具を利用させていただいておりますが、それではちょっと今後こういう命の教室自体が

かなりどこの学校でもやってもらいたいというふうなご意見等もいただいておりますの

で、それがいつでも数回開催が継続的にできるようにということで、今回共生のまちづく

り助成事業に応募しましたところ決定となりましたので、それを携帯用の超音波の診断装

置を購入するように計画しております。 

 デイサービスの件ですが、こちらについては面積的なものは現在の規模を今の計画では

予定をしております。先ほど申し上げましたようにワークショップ等での話し合いの中

で、当然規模につきましては指定を受けるというところで基準もありますので、そういう

ところを含めながら全体の中で調整をさせていただきたいと考えます。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） 先ほどの保育所に対しての面積ということでお答えしま

す。 

 現在のところ４５人の定員で５２５平米ということになってますので、人数は大体２４

人から３０人ぐらいということを考えてみますに、大体定員は３０と考えております。し

たがって、約３２０平米ぐらいの面積があればいいんではないかと。今から協議をしなが

らそこらあたりの確定もしていかないかんとこですけれども、敷地面積につきましても約

２，０００平米というふうに考えております。 

 以上です。 

（２１番牧野利惠子君「坪単価は」と呼ぶ） 

 単価ですか。 

（２１番牧野利惠子君「はい、購入の坪単価」と呼ぶ） 
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 坪当たりの単価はちょっと今のところ手持ち資料もないわけですけれども、まだはっき

りしておりません、はい。 

○議長（味元和義君） ２１番牧野利惠子君。 

○２１番（牧野利惠子君） 先ほど企画課長から公共交通のほうで、今回はきめの細かい

というところの調査対象ということです。せっかくですから、これが将来の四万十町の住

民をどう、住民の皆さんの一番大きな福祉につながると思いますので、ぜひ綿密な計画等

を立てていただきたいという要望を申し上げていきたいと思います。 

 それから、先ほどデイサービスセンターのことですが、さくら貝ですが、今までのとほ

ぼ面積が変わらないということで、ただどうですか、これから興津のデイサービスも利用

者が増えていくのではないかと。既に緑林荘の場合は今私も母がお世話になってますので

時々迎えにいきますと、もう３０人の定員いっぱい、本当に狭いような感じさえ受けま

す。そういうところで、せっかく新しく建設をされるんでしたら、ちょっとそこの定員の

見直しなんかができないものだろうかという気がいたしました。今後の利用者増があるの

ではないかというふうに思います。 

 それと、命の教室、とてもいい事業をされておりますが、これはぜひ大正、十和だけの

みでなく私は特に心配しますのは、窪川の町の学校というのが一番市街地化して子供の心

ということについては懸念をしていかなければならないのではないかと思いますので、そ

の人口も多いそういうところへも命の教室というものはぜひ広げていただきたいと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（味元和義君） 岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 澄子君） まず、デイサービスの定員の件ですけれども、現在１０

名の定員となっております。この利用状況につきまして、昨年あたりから定員に対しての

利用もかなり増えてきているというのは現状のようです。その中で障害者の方の受け入れ

もしていただいて、そういう形で事業を行っていただいておりますが、現在のところ定員

について検討はしておりませんが、委託しております明成会のほうでも確認しましたとこ

ろ、今のところ定員増という形ではお答えをもらってないので、すいません、今後この段

階で検討できるかどうかについてはまた考えさせていただきたいと思います。 

 命の教室の件ですが、現在旧の窪川町内では各学校で健康福祉課と一緒になって取り組

んでおりまして、継続的に妊婦さんを何回か来ていただいてというふうな対応はちょっと

できてないところです。今後はこの器具も購入するということで、積極的に旧窪川町にお
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きましても同様の教室のほうを開催したいと考えております。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） できるだけ、今まで質問がないところを部分的に聞きたいと思

いますが、若干重複するとこもありますので、ご了解ください。 

 まず、予算書の中で提案説明をいただいたわけですが、交付税の額が決定し、６４億円

ということで説明の中で留保財源６，０００万円ほどあるということを勘案すると、１９

年度決算の交付税額に相当する額は２０年度現在大体の額は交付されたかなというに思っ

てますが、今後特交というのが今後の見通しが大体わかっておれば、この特交の見込み額

がどうなのかお聞きしたいと思います。 

 地方税補正、ページ６ページになるわけですが、特例債事業債が７億１，０００万円か

ら７億３，０００万円の限度額の補正ですが、法定協議会の中で四万十町が合併になった

ので９０億円ほどの特例債事業が適用になるわけですが、法定協ではその半分の４５億円

を目安にということで話がされてきたわけですが、ケーブルテレビ事業も特例債を当初は

見込んでおったわけですけれども過疎債に変更し、今後予想されるのは庁舎の建築またし

尿処理場の改築ということが大きな今後の特例債事業になるかなというふうに思ってます

が、今後１０年内にこの事業は展開しなければなりませんが、今後この４５億円というも

のをどうお考えになっているのか、その点今後のいわゆる計画見通しについてお伺いをし

てみたいというふうに思っています。 

 それでは、歳出でお聞きをしたいのは、衛生費２５ページになりますが、若井のクリー

ンセンターの運営費の中で施設管理賃金ということで１５２万円余り計上されてます。恐

らく臨時賃金の関係かなと思ってますが、もう少しこの内容についてご説明をいただけた

らありがたいというふうに思ってます。 

 それと、土木に入りまして３１ページになるわけですが、今回ダンプトラックの購入費

が３６５万円余り計上されてます。この内容について、なぜ今ダンプトラックなのかとい

うことでお願いをしたいと思います。 

 教育費に入ります、３８ページ。今回大正中学校の改築事業費、基本設計が委託されて

います。教育委員会の考えとしては、現在ある中学校を解体をし、どう敷地内に建てよう

とされるのか、それともほかの場所のことも踏まえての検討の上の基本設計委託なのかと

いう点でお伺いをしてみたいと思います。 
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 続いて、いただきました予算資料の中でページを繰りながら言いますが、ページ３ペー

ジの中で、これは岡峯議員からもあったかなと思いますが、環境保全型の下水新事業です

が、大変結構な事業だと思ってます。ただ、今回はＪＡしまんとピーマン部会、ミョウガ

部会が主に事業をやられるようですが、ご承知のように大正、十和はピーマンをつくって

おられる方もおられますし、シシトウもつくっておられる方もおります。また、県に雨よ

け栽培の場合には天敵を個人負担で投入し、また防虫ネットもみずからの負担で防虫ネッ

トも張ってるわけですが、今後の計画２１年、２２年以降も２００万円計上の計画のよう

ですが、四万十町全域の中でこういった取り組みをされていくのか、ただ申請があったか

らこういう形で計上していくのか、その点についてお伺いをしてみたいというふうに思っ

てます。 

 続いて、４ページのバイオマスについてはそれぞれ質問も多くの方から出されたわけ

で、私は基本的なことをお伺いするわけですが、答弁を聞いておって、いわゆるエネルギ

ーとして農作物の残渣や間伐材の利用をしたいということですが、どうもはっきりとどう

いう四万十町としてこれを検討をして調査をして、本町で具体的にどういう方向でしっか

りとこのエネルギーを利用するのか、ちょっと何かわかりませんので、もう少し具体的に

こういう目的のために今回こういう調査の委託をするんだというものがもう少し明確に欲

しいなと思ってます。 

 その次、５ページに入りますが、経営基盤改善強化事業は先ほど宮地議員からも質問が

あって、私もどうしても聞かないかんなと思うのは、恐らく来年度統合に向けて検討支部

の中で今年度しっかりと調査をしておきたいという町の思惑もわからんではないわけです

が、特に町が１００％、五十数％の出資をしてますんで、もう少し中身、どういう問題が

あって、ここに問題点書いてますけれども、統合、連携の方策を探る、これは自分たちが

方策を探ったらいいのではないかとも思うわけですが、何かその内容がちょっとわかりま

せん。 

 それと、こういったことはもう既に当初からわかっていたんではないかなと。何ゆえに

今回９月になって一般財源持ち出して、当然補助の関係であれば補助の決定がおくれたと

いう形で９月補正ということはあるわけですが、一般財源を持ち出すのになぜ９月の補正

になって急に慌てて、わずかあと４カ月余りの中でこういう取り組みをすることになった

のかという疑問を私持ってます。 

 それと、宮地議員が言われましたように、この計画の中では販路の拡大というのは取り
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組み内容の中にはないわけで、質問すれば答弁の中で担当課長が、いや、私もそう思いま

すということの答弁が出てくるわけですよ。それであれば、この取り組み内容が違ってく

るわけで、そこらは私はしっかりとしてもらわなならんという思いと、計画は３年計画で

すが、予算は２年分の計上ですね、ことしと来年度だけ。それはどういう理由でどうなの

かという点でお伺いします。 

 農林水産課長、耳が遠いもんでゆっくりで構いませんが、ちょっと聞き取れんです、早

く言われると。一生懸命聞こうと思いますが、ちょっと早過ぎます。 

 それと、７ページに入りますが、教育関係ですが、今回小学校・中学校の耐震化事業と

いうことで耐震診断と補強工事が計画をされてます。任意診断、それぞれ説明資料の中で

書かれてますが、この補正ですべての小・中学校が任意診断が終わるのか説明があったか

と思いますが、ちょっと忘れましたので、説明をしてほしいと思います。 

 それから９ページで、昭和簡水の拡張事業ですが、大変十分調査もしてませんが、今回

大井川と大保木の拡張工事のようですが、ろ過池、配水池、現在どういう施設があって、

今回こういう補正になるのか、提案説明あったかどうかちょっと大分たってますのでわか

りませんが。 

 その内容と、私は旧大正町時代に３世帯で工事費が６，６００万円およそ、１世帯当た

り、割ったらわかるわけですが、大変多額な経費を投入して水道施設をやった地域があり

ます。それは補助事業でやりましたけれども、私が主張したいのは、その町単でやる場合

と補助をもらってやる場合の比較検討、当然補助をもらいたいというのはわかるわけです

が、しかしややもすれば単独でやった場合に受益者のニーズにこたえるときも事業もある

と私は思うわけです。今回、これだけの事業をやる。ましてや、１９年度監査委員の決算

の指摘もあるように非常に水道事業というのは今後償還金の返済や営業的に大変厳しい状

況になることは前からわかっているところです。 

 そうした場合に、その問題と単独でやった場合どうなのかという比較をしたかどうかと

いうことと、基本的には住民はなぜ今こういう施設が欲しくなるかというのは、今までは

そこそこのときには自分たちが雨が降り洪水があったときには山へ行けて土砂を取り除き

ができたけども、年とったらなかなか行きにくうてねというのが大体高齢化を抱えた地域

はあるわけです。だから、どうしても補助でやりかえてほしいという声もたくさんあった

わけです。 

 いざ管理をするとなると、いや、うちは山水でもうええわ、わざわざ町の水を引かんで
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もええわという人も出てくるわけです。私は旧大正町時代には、地域の方々、今回２３６

名ですが、しっかりと承諾書をとれと、必ず完了した暁には水道を引き込むということが

ないと、メーターも要らんとなると基本料金が取れんわけです。 

 そういった意味で、しっかりとこの２３６名、世帯がちょっとわかりませんが、世帯に

対して確実に完了後は引き込みをするという承諾書は、えてしても承諾は得ているのかど

うなのかについて質問をし、１回目を終わります。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えをいたします。 

 まず、２５ページの若井のクリーンセンターの賃金でございますけれども、議員おっし

ゃるように若井のクリーンセンターについては３名で運営をしております。その部分は今

回職員が１名減となりましたので、その後２名では運営がしにくいということで３名にす

るために臨時を１名減るたということです。当初の予算のときに、立て上げるときにはま

だ予定をしておりませんでしたので、今回計上するものであります。 

○議長（味元和義君） 山脇財政班班長。 

○総務課財政班長（山脇光章君） すいません、前後いたしましたが、まず１０ページの

地方交付税について簡単にご説明申し上げます。 

 普通交付税につきましては８月に決定を受けまして、特別交付税については交付月が１

２月と３月となります。普通交付税で補足されない特殊な事業について特別交付税が措置

されるわけですが、昨年１９年度決算では６億６，０００万円、これについては合併後３

年間措置される包括措置というものがございまして、これについて段階的に減少するわけ

ですが、１９から２０に対して５，３００万円減額になります。昨年の決定額６億６，０

００万円から５，３００万円を引くと６億円ちょっとですが、ことし平成２０年におきま

しては、特殊な需要、特に災害、現年災害とかに左右されるわけですが、高知県ではござ

いませんので、６億円から約５億５，０００万円の間ではないかと推測をされますし、県

のほうには最高額６億円を超える要望額で申請を行っております。 

 それから、合併特例事業ですが、合併特例事業につきましては、まちづくり建設事業と

基金造成事業という二通りがございます。まちづくり建設事業分につきましては、ご承知

のとおり９０億２，６００万円の事業、それに対して合併特例債の起債の上限額は８５億

７，５００万円です。 

 昨年確定しました四万十町の総合振興計画前期の実施計画では２３年度までの合併特例
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事業、まちづくり建設事業に対する合併特例事業については１７億５，６００万円の予定

でありまして、平成２７年度までの合併特例事業に対する合併特例事業債のほうを現在の

ところ２７億円程度となっておりまして、昨年の総合振興計画の前期実施計画は２３年度

まででしたので、その後２４年から２７年については事業自体が確定してないところもご

ざいます。現在のところ２７億円ですが、まず半分の４０億円以下には当然なってくるも

のと思われます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） 予算書の３１ページ、ダンプトラック購入

費についてご説明を申し上げます。 

 この備品購入費につきましては、当初予算で電源立地地域交付金事業によりまして、大

正、十和地域の道路維持について、このダンプトラックとミニショベルを購入しまして維

持管理をしていくという計画を立てておりました。 

 が、その後、電源立地地域交付金事業に申請し、ヒアリングを受ける中でこの事業では

該当にならないということになりましたので、この電源立地交付金事業から一般に組み替

えをするためにここに計上をしております。 

 なお、ミニショベルにつきましては、再度内容につきまして検討をしまして、その時々

のリースで対応したら、これからの維持管理がかからないであろうということで、こうい

うふうに組み替えをさせていただきました。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 ページ３８ページの大正中学校のほう、改築事業の基本設計委託料に関してでございま

すが、今学校の位置をどこにするかというお尋ねでございますが、これにつきましては今

回のこの予算を通していただいた後で、地元ＰＴＡ等も含めまして大正中学校の改築の検

討委員会を早速策定をいたしまして、そこで今言われました学校位置を含めましていろん

なもろもろの課題について検討していきたいというふうに考えておりますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 説明資料のほうなんですが、ページ３ページの環境保全

型農業推進事業、これについて今後の方向性を含めてご説明を申し上げたいと思います。 
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 田邊議員がおっしゃるとおり、この部分についてはＪＡしまんと管内、興津のピーマン

部会、ミョウガ部会の事業の状況でございます。興津地区においては、エコファーマーと

いう認定をこのたび受けましたし、従来からこういった取り組みを進めてきたという経緯

がございまして、ＪＡのほうから基本的に要望があった事業でございます。 

 ご質問のあった大正、十和地区についてちょっと私のほうも詳細にまだ状況を把握して

おりませんけども、県の要件、要項に合致する部会とか、１，０００戸以上の農家とか、

そういったもので構成する場合、事業を受けられますので、今後また総合支所のほうと、

また後からのご質問があればお答えをしていかなければいけないと思いますが、総合支所

等の打ち合わせの中で今後こういった事業の展開ができればというふうに考えております

ので、今回要望した２２年度までの額には窪川管内の興津地区のみでございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 下藤産業建設課長。 

○大正総合支所産業建設課長（下藤広美君） 私のほうから、四万十町の予算資料のペー

ジ４ページ、バイオマスエネルギーの調査事業についての事業の目的等についてのご質問

であったかと思います。 

 目的につきましては、四万十町にあります農業生産物それからまた森林等の間伐材等の

有効な活用ということで、この調査を行うということです。 

 調査の内容としましては、そういったバイオマスの収集、運搬とかの方法とか、それか

らそれが出ましたバイオマス等の残渣とか、そういうものを商品化する方法はどんなもの

があるか。例えば今大正地域のほうでは、ヒノキを利用したオイルの研究とかもなされて

ました。それからまた、ユズについても今大正地域のほうではエコロギー四万十という会

社のほうでヒノキオイルの精製とかやっております。そういうことがあります。そういう

ものの残渣等を利用した活用と。 

 それから、エネルギーのほうにつきましては、大正でありましたらウエル花夢等の温浴

施設について総合振興計画のほうには計画等もございまして、そういう部分のお湯を沸か

すのにバイオマスボイラーを利用できないかとか、そういう部分につきまして調査をする

ということが主なものでございまして、今回私も大正総合支所の産業建設課のほうでこの

事業ということで計画しておりますが、多分大正地域のそういったものを調べながら窪川

地域、十和地域にもこの調査を広めていきたいということで考えておりまして、最終的に

は行政報告のほうにもございましたけれども、バイオマスタウン構想の策定ということへ
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の基礎資料としても使用したいということを考えております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 森商工観光課長。 

○商工観光課長（森 芳明君） お答えをさせていただきます。 

 予算資料の５ページということで、四万十町の経営基盤改善強化事業について、当初に

のせずになぜ今の９月時期なのかということと、内容についてそのほか何点かありました

が、まず私のほうからは９月になぜ予算計上したのかということでございます。 

 松葉川温泉につきましては、平成６年度地域振興公社ということで設立をいたしており

ます。それで、１５年目ですか、迎えたわけですが、過去に赤字になったこともございま

せんでした。ただ、去年の秋ぐらいから非常に重油の高騰ということで経営的にも非常に

苦しいということが出てきました。 

 それで、ことしの５月の決算の会議があったときに初めて、今年以降は非常に今の中で

は経営的にも苦しいということで、そういう状況の中で３月の当初の中ではこの予算計上

はできませんでしたので、それ以降やはり県の補助金、補助制度を含めましていろいろ検

討を重ねてきましたが、そういう制度的には活用するものがないということで、今回町の

一般財源をつぎ込んで新たな経営診断をしていただいて、来年の４月に新たにあぐり窪川

と統合するという計画もございますので、そういう中でいろんな中で来年度以降、商品開

発含めて新たな経営強化によって２つが観光施設であり、産業の基盤施設であるというこ

とで、そこら辺でかなり期待はできるとは思っておりますので、ご理解をいただきたいと

思います。 

 それと、内容についてですが、まず過去５カ年の収支決算、それに基づいての数字的な

洗い出し、まずそれから入っていくようになろうかと思います。その後、あぐりに入り、

松葉川温泉の現地に入るわけですが、そこの中で仕入れの方法、仕入れ先とか接客、売上

高と原価とか、いろんな分野での洗い出しがあるようですので、そういう中で最終的に予

算的には３００万円ということになっておりますので、ご了解いただきたいと思います。 

○議長（味元和義君） 渡部学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（渡部 睦君） ご説明申し上げます。 

 予算資料のページ７ページの小学校、中学校の施設の耐震化事業でございますが、この

事業によってすべての小・中学校の２次診断が終わるのかというご質問でございました

が、診断の必要なと言われております昭和５６年度以前の建物すべてこれによりまして診
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断が終わるようになっております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 中尾農林水産課長。 

○農林水産課長（中尾博憲君） 今の３００万円のあぐりの調査研究のご質問にちょっと

関係しますけども、新たな商品を開発をするんでなくて、だんだんに今ある商品を売って

いかなきゃあならんかなというご質問に対して私のほうから、そのとおりだと思いますと

いうふうに答えたところなんですが、現実に株式会社あぐり窪川については指定管理者制

度をとっておりますので、それ以降は厳密に言いますと経営の内容とかというのは私たち

所管課のほうは余りタッチしてなかったというのが現実でございます。 

 それまで、副町長が担当しておりましたので、社長、そういった指令系統の中で今日ま

で経営がなされてきたというところでございますが、宮地議員から質問があった、今後売

っていかなきゃあならんという前提の中で私が理解しておる範囲内では、今の組織機構の

中ではいろいろと打って出る体制の中に問題がある、そしてその中に温泉事業も入ってく

る、そうするとやっぱりそういったところをしっかり整理しておかないと、なかなか今後

打って出る組織にはならんだろうということ。 

 それから、これまで９年間の実績の中でさまざまな接客とか、それから営業形態、営業

方針、そういったものがいろいろな部分で問題があるというようなことで、先ほど森課長

が説明させていただきましたように、そういった経営診断、分析等を行いながら新たな取

り組みをする前提としてそれをしておかないと、私たちが希望しておるような新たな付加

価値販売ができないというような流れの中での私の説明でございましたので、そういった

整理をしながら新たな付加価値を求めるような販売戦略、そこの説明資料の中にも書いて

おりますが、新たな販売事業の展開する上での課題があるということでございますので、

そういった連携をとってやっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） それぞれ答弁いただきました。昼になりましたので、これで終

わりたいと思いますけれども……。 

○議長（味元和義君） いや、継続をしてやってくださいよ、質問は。 

○１０番（田邊哲夫君） いや、継続せんと、いや、昼になったけん、余り、そういう意

味よ、そういう配慮したまでよ。 
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○議長（味元和義君） ああ、ありがとうございます。 

○１０番（田邊哲夫君） それと、先ほどは特別会計の質問をいたしまして、ちょっとと

ちりました。すいませんでした。 

 歳入については大体理解をいたしました。 

 歳出も町民環境課長からのクリーンセンターの運営費の関係で、施設管理賃金というの

は今２名の正職ですね。１名の臨時賃金が今回計上という形の回答ですか。 

（町民環境課長市川敏英君「はい」と呼ぶ） 

 ということは２０年度４月以降は臨時は採用してないということの理解でいいですか、

まず答弁をお願いします。 

 それと、そのダンプのトラックの、たまたま事業の内容が違ったということで、電源立

地からこういう形になったということですが、ミニショベルはリースをするという話で

す。ダンプトラックも逆に私も四万十町には２業者ですか、リース業者は。そんなにダン

プトラックは頻度として利用頻度が多いのか、それとも現在四万十町にはダンプトラック

がないのか、その点ちょっともう少し必要性について答弁いただきたいと思っています。 

 中学校の体育館のことはわかりました。資料は説明は大体わかったわけですが、農林水

産課長が答えられましたように、今回２２年度までは興津地域のということですが、でき

るだけ大正、十和にも目配りをしながらこういう事業の導入をお願いをしたいというふう

に思います。 

 四万十町の経営基盤の道の駅と松葉川温泉については、慎重によりいい方向で調査がさ

れるように思ってますし期待をします。それだけです。 

○議長（味元和義君） 市川町民環境課長。 

○町民環境課長（市川敏英君） お答えします。 

 ２０年度４月以降から２名体制ということになっておりますので、４月から臨時雇用を

しております。予算的には本来ならばこの費目にないといかんところでございますけれど

も、総務課のほうに相談をして一応総務課のほうで対応していただいて、この９月議会に

おいて組み替えるという形をとらせていただきたいということで無理を申したとこでござ

います。４月からおります。よろしくお願いします。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） ダンプトラックの利用のことについてお答

えをいたしたいと思います。 
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 ダンプトラックにつきましては、平常、道路の維持管理のほうに使用しておりまして、

ほぼ毎日出払っておるような状態でございまして、そのほかにも他の課からのいろんな運

搬と、そういう点でも非常に利用をされている状況です。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） ほかにもダンプがないかということですが、現在本庁で２ト

ンダンプを１台所有しておりまして、それがあいたときを待って十和地域とか持っていっ

て今まで使用しておりますけれども、大分鶴津とか島戸、あちらのほうへ入りますと１週

間から１０日ぐらい出てこれんということもございますし、地域委託をして草刈り等をや

っていただいておりますけれども、その高いところについては依然ようせんということ

で、毎日出ておって、いざそのときに欲しいときにどうしても間に合わんという状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

（１０番田邊哲夫君「はい、わかりました。以上です」と呼

ぶ） 

○議長（味元和義君） 会議の途中ですが、ただいまより昼食のため２時まで休憩をしま

す。 

            午後０時０９分 休憩 

            午後１時５０分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を続けます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８８号平成２０年度四万十町一般会計補正予算（第２号）を採決しま

す。 

 議案第８８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 
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            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８８号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第３ 議案第８９号平成２０年度四万十町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）、日程第４ 議案第９０号平成２０年度四万十町介護保険事

業特別会計補正予算（第１号）、日程第５ 議案第９１号平成２０年度四万十町簡易水道

事業特別会計補正予算（第１号）、日程第６ 議案第９２号平成２０年度四万十町住宅新

築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）、以上、議案第８９号から議案第９２号ま

での４議案を一括議題とします。 

 この議案につきましては、いずれも既に提案理由の説明が終わっておりますので、これ

より質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計についてちょっとお

尋ねします。 

 今回、一般会計より補正８３万円の歳入の補正が出ておりまして、それの歳出ですが、

私今までちょっと気がつかなかったですが、１９年度の決算でも見ておりまして、この事

業で住宅新築資金等事業償還推進費として予算が――１９年度です――３０９万円計上さ

れており、それに給与７０万円、一般職の給与となっておりましたが、それから委託料が

２２１万円というような形で事業をやられておりますが、今回の補正もその絡みだと思う

わけですが、今まで気がつきませんでしたが、この事業がどういう事業であり、今回は何

のための補正なのかお聞きします。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 住宅新築資金についてでございますが、推進事業費の計上

は、もう今、貸付事業そのものはもうやっておりませんけれども、それの償還に係る事務

でございまして１９年度はそれに対する決算が出ております。 

 １９年度委託は先ほど言いましたようにソフトの委託でございます。今回の８３万１，

０００円の補正につきましては、土地建物の不動産の競売の申し立てに係る費用を計上し

ております。 
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 以上です。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 償還できなくなったその建物を売買して不動産で償還してもら

うというようなことをやっているわけですか。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） 事業としてはそういう事業はやっておらなくて、ただ、今ま

での貸し付けたものに対する償還事務のみをやっております。 

 それで、今回は８３万１，０００円の補正は先ほども申し上げましたように、滞納して

おる分につきまして土地建物の不動産の競売に係る申し立て手数料、それから競売に伴う

予納金の計上をしております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 専門的な用語が出るんでちょっとよくわからないんですけど、

これで一般役務費っていうのが出てるがですが、それは町の職員に対する役務、これ決算

の話になるんですけど、ということであり、町の職員がその事務をやっているということ

でありますか、委託料というの。 

○議長（味元和義君） 武市建設課長。 

○建設課長（武市逸夫君） これは裁判所に申し立てを行う費用でございます。予納金と

いうのは、ある程度予納しておかなくてはならんということで６０万円程度、通常この２

２節の８０万円につきましては、６０万円程度ということを聞いておりますけれども、１

回で競売ができたらよろしいんですけれども、いかなかった場合２回、３回というように

なってくると思いますので、それに対する予納分を考えまして６０万円のところを８０万

円を計上して裁判所へ払う費用でございます。１２の役務費につきましても同じように裁

判所に払う費用でございます。 

 今回、この費用につきましては、特に悪質と思われるもの２件について裁判所に申し立

てを行う予定でございます。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより議案第８９号について討論を行います。 
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 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第８９号平成２０年度四万十町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１

号）を採決します。 

 議案第８９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第８９号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９０号平成２０年度四万十町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

 議案第９０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９１号平成２０年度四万十町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

を採決します。 

 議案第９１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 
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○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 これより議案第９２号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより議案第９２号平成２０年度四万十町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算

（第１号）を採決します。 

 議案第９２号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、議案第９２号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第７ 決算第１号平成１９年度四万十町各会計歳入歳出決算

の認定についてを議題とします。 

 この議案につきましては、既に提案理由の説明が終わっておりますので、これより質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 何点かについて質問してみたいと思いますが、まず監査委員か

ら１９年度の一般会計及び特別会計並びに水道事業の決算意見書をいただいております。

その中で、審査の結果の中でページの４ページですが、３の中で収入及び支出に関する事

務についての中で、収入及び支出に関する事務は一部に不適切な事務処理が見られたもの

のという形で記載をされてます。これの内容、もし構わん範囲で結構ですが、どういう点

で不適切な事務処理があったのかということの内容をお聞きしたいというふうに思ってい

ます。 

 それと、次の６ページの中で収納率向上対策についてという中で……。わかりますか、

６ページ、監査報告の６ページです。収納率向上対策について中段以降の中で、財産調整

や差し押さえ等の実施にはそれ相当の十分な知識と行動が必要なため、基準が示されても
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実施ができてないのが現状ではないかと思われると。そういった意味で、職員に今後十分

事務ができるような知識を習得させよということですが、これについて監査委員さん、執

行部にこの問題を問い詰めて、どういう返事があったのかどうなのか、もしあったならば

その報告というか、執行部はどう考えているのかについてお聞きをしてみたいと思いま

す。 

 それと、特に今回ケーブルテレビのことで一般町民の方からも見直しを求める陳情等が

出され、署名もされてきた経過もあって非常にある面関心が強いわけで、１９年度、じゃ

あ今後の四万十町全域にケーブルテレビを実施した場合にどういう運営上どうなるのかと

いうのは、１つは平成１３年度から十和地域でケーブルテレビが運営されて、もう７年

目、８年目ですかになるわけですが、その決算を見ると、歳入で収入が約９００万円、有

料番組の収入が約６００万円、合わせて１，５００万円の歳入が出ております。 

 歳出がどれくらいかということで調べてみると、約３，０００万円、その差額がまず

１，５００万円余りの赤字だと。当然、運営については職員も運営に当たってますので、

現在２名ですか、１９年度は。そうなると、一千四、五百万円の歳出になるということ

で、おおむね十和のケーブルテレビの歳入歳出を見ると、約３，０００万円、四万十町が

ケーブルテレビの運営について支援をしているということのように私自身計算してみると

そう思うわけですが、まずその点、間違いないのかどうなのかご答弁ください。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 決算審査意見書の６ページ、収納率の向上対策ですが、差し押

さえ等の実施にはそれ相当の十分な知識と行動が必要で、基準が示されてもなかなか実施

ができないというご指摘でございますが、平成１９年度に滞納整理本部を立ち上げを行い

まして、町税あるいは使用料貸し付けを担当する課長以上でこの整理本部を組織をいたし

ました。これから四万十町として大きな課題であります滞納整理についての討論、協議等

も行ってきた中で、ある一定徴収に関する基準、町内の基準的なものもつくってまいった

わけでございます。 

 第１番目には、悪質な滞納者に対して法的な措置を講じてでもやはり徴収をしなければ

なかなか町民に対する公平感というものが生まれないということ、それを基準にして基準

表もつくりましたし、協議も行ってまいりました。 

 税の関係では、広域の租税債権管理機構へ派遣され帰ってきた職員を中心として、預金

あるいは生命保険の差し押さえ、これは適宜行ってきておりまして十分実績も上がってい
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るというふうに思っております。 

 ただ、それ以外のものにつきましては、民法とかいろんな法的な絡みもございまして、

なかなか難しさはあるわけですが、昨年町の顧問弁護士をお招きをして、そこらあたりの

法的な手続についても研修を行ったところでございます。時期的に遅かったということも

ございまして、１９年度については成果が上がっていないのが現状です。 

 ２０年度につきましても、滞納整理本部の中でいろいろ協議も行いました。住宅の明け

渡し、水道の給水の停止とかいろいろ強制的な手段を講じることができるわけですが、な

かなかその手続等の関係でやはり専門的な知識を必要としなければ、一度その手続を間違

うと返って裁判ざたになった場合に行政が敗れるというようなおそれもございまして、そ

の手続には十分慎重を期さなければならないわけでございます。 

 ある一定そういった研修も積みながら、税を初めとして住宅の明け渡し等についても手

続を行っております。全体的にはなかなかそういったところへ、まだよう一歩踏み出せて

いないのが現状ですけれども、やはり悪質な滞納者に対する対応、そういったものから見

ても全町一丸となった滞納対策をしなければならないという考えのもとで今回補正予算で

も計上させていただいておりますけれども、住宅新築資金の滞納者に対する裁判所への申

し立て、そういった流れにもなってきているわけでございます。 

 確かに非常に専門的な知識は必要としますけれども、これからは町の顧問弁護士の助言

等もいただきながらもう一歩踏み込んだ対策をとっていくということで各課が頑張ってい

るのが現状でございます。 

○議長（味元和義君） 奥宮監査委員。 

○代表監査委員（奥宮敏男君） 意見書の４ページの収入及び支出に関する事務について

の文中、一部に不適切な事務処理が見られたという件でございますけれども、これは意見

書を提出する段階で町長には具体的なことは伝えておりますが、具体的なものは大道線の

改良に伴う物件の移転補償費が、家でございますけれども、建築年が異なっておりまし

て、補償費が過払いになっておりますので、その点が言いますと会計検査があったようで

して、今回の補正で出てるかどうかわかりませんけども、ある一定国に対する返還になっ

たらいかんということもございますので、具体的には書いておりませんけれども、その点

を出しております。 

○議長（味元和義君） 林十和総合支所長。 

○十和総合支所長兼地域振興課長（林 伸良君） 十和のケーブルテレビの会計の収支に
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ついてご報告いたします。 

 歳入につきましては、ケーブルテレビの使用料、それから有料番組の使用料の歳入ござ

いまして、１，２４０万円程度の歳入になっております。 

 それから、歳出につきましては、この決算上では職員の給与等は入っておりませんけれ

ども、概算の費用を入れまして約４，３００万円程度で、議員ご指摘のとおり、約３，０

００万円の、言うたら収支の赤字といいますか、そういう数字が出ております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 岡本産業建設課長。 

○十和総合支所産業建設課長（岡本順一君） 先ほどの監査委員の方からの説明につけ加

えまして説明をさせていただきます。 

 林道大道線改良工事に伴う物件移転補償費についての算定の基礎が十分に精査されてい

ないということが指摘をされておりました。これにつきましては、平成１９年度に林道大

道線建物等補償調査委託業務を実施しておりまして、この報告書に基づきまして補償費を

支出しておりました。この補償費の算出根拠になる建築年について調査報告書と固定資産

課税台帳の建築年が合致しないということが判明いたしまして、これに基づきまして再計

算をした結果、交付対象事業費で９万７，０００円、交付金で４万８，５００円の過大積

算となっていたものでございます。これは報告書を受理するときに書類検査等が十分に精

査されてなかったということで大変反省をしているところでございます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） ご質問の中にケーブルの見直しを求める署名とかという形の

中で、運営費用、役場からの持ち出しが心配されたという意見もございました。十和のこ

の決算にあらわれているのは、総合支所長の報告のとおりでございますが、１つはこの十

和のケーブルが設立する段階からいろんな課題が３つの課題があってケーブルを設置した

わけなんですけど、これ１つは多数の共聴施設の改修があったということ、それからもう

一つは防災行政無線が老朽化して、それも新たに設備しなければならないこと、それから

もう一つは通信、そういった情報通信基盤をしっかりしなければならないことといったよ

うな先導的にやっていきたいという政策判断もあって、ケーブルを導入した経緯がござい

ます。 

 そういった意味で、当初からその利用料金でこの十和地区のケーブルシステムを運営す
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るということは考えていなくて、政策的に町の持ち出しも想定した中での運営であったと

いうふうに思っております。 

 そういった意味で、そのケーブルの見直しを求める会の中も十和の例をとって四万十

町、大きくなった場合にはそれ以上の持ち出しがあるということで心配されたことだろう

というふうに思います。 

 議会のケーブル調査特別委員会の中でもそれについてはいろいろとご指摘も受け、それ

相応に研究協議も重ねてきたところです。その中では基本的には利用料金そのもので運営

していきますよといったことで、あと公の役割等のケーブルでも防災行政無線的な緊急放

送の役割も担っておるところですけど、今回のケーブルについてもそういった公の役割に

ついては町は負担すべき事業ですので、そういった分については当然今回指定管理者制度

で運営されるわけなのですけど、その地域振興公社に持ち出しをせんといかんというふう

に現在基本協定書も交わしておるところです。 

 そういった意味では、その繰り出し基準といいますか、公の役割がその指定管理者に支

援する内容については、現在十和も３，０００万円という話でしたけど、新たなケーブル

の段階でも３，０００万円といった形での同額の負担というようなところにはなるところ

です。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 監査委員から報告をいただきました。大体理解をするところで

す。 

 今の十和の支所長と企画課長からケーブルの問題の質問にお答えがありました。まず、

現在１９年度では十和のケーブルテレビの運営に３，０００万円の財政支援をしていると

いうのが答弁があったわけです。 

 私ども昨年１２月だったと思いますけども、ケーブル調査特別委員会を設置をし、いろ

んな角度から視察にも行ってきたところで、１つは結論として言えるのは、町行政の公平

性の確保をどうするのかということです。ご承知のように、一度十和の職員の方はここで

議会の中継をモデル的にしていただきました。これを十和へ放送してはどうかという問題

を特別委員会でも話しましたけれども、いや、十和地域だけに議会の中継を流すことは公

平性の観点から疑義があるということで、ただ試験的にという形でビデオを撮ったという

ことがあるわけです。 
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 公平の観点でどうなのかというのは、そういった意味で私は８月の臨時議会、請負契約

の中で賛成討論の中でこういう私は質問というか討論に参加したのは、請負契約が締結さ

れなければ恐らく十和のケーブルテレビは廃止せざるを得ん状況になりはしないかなとい

うことで意見を付したところ、反対討論の中で、いや、十和のケーブルは私は維持せない

かんという反対討論が出ました。 

 私は言いたいのは、今企画課長から答弁あったように、今現在十和のケーブルには３，

０００万円、町が出しているわけですよ。今度のケーブルテレビ、今課長からあったよう

に計画では同じような３，０００万円で四万十町全域を町が出費すると。それこそ公平の

観点からいえば全然問題がないという点で私は賛成をしたわけですが、そういった意味で

私が賛成討論の後、反対討論されましたので、言い返す機会はありませんでしたので、１

９年度決算の中で私はそれを指摘しておきたいという点です。１つ目は公平性の問題で

す。 

 ２つ目は、繰り出し基準をどうしていくのか、企画課長からも答弁ありましたように、

やはり赤字だからずっと補填するというのはいかがなもんかなと。十和はその独自でそう

いう形で施策として繰り出しをするのは今まではあったと思いますけれども、四万十町全

域の中で十和だけに赤字になったから補填するというのは非常にそういった意味では公平

性または繰り出し基準もあいまいなままにやることはいかがかなと私は考えていたわけで

す。 

 また、見直しの陳情の中で、今ケーブルテレビをやると高齢化が進み、ますます人口が

減ってくる、ますます町の持ち出しが多くなるという話がありました。そういった意味

で、平成１３年度に始まった十和村のケーブルテレビ、その当時加入世帯と１９年度末で

どれだけの世帯が減って使用料が減ってきたのかということで、そこら辺どのような状況

になっているのか。今後のケーブル運営に参考にしたいので、そのあたりの１３年度、１

９年度の決算状況の中で使用料と世帯数がどう減ってきたのかという点でご答弁を下さ

い。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） すいません、大正の地域審議会の中でもケーブルの心配のい

ろんな意見がございました。その中で将来的に人口が減るということは統計的にあるわけ

なのですけど、いわゆるその加入者、世帯そのものも激減して運営そのものに支障を来す

のではないかというな発言がございました。 
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 そのときに十和の現況を調査した数値がございます。それで言いますと、十和のケーブ

ルテレビ、当初１３年からでしたでしょうか、数量としては１４年の数値しかないわけな

のですけど、世帯数で１，３１３世帯、その当時、そのうちの加入世帯が１，３９７、当

然事業所もありますし、役場とかといった公の機関もあります。そういった意味の引き込

みの口数だと思うわけなのですけど１，３９７、平成２０年現在で世帯数が１，３０６世

帯で加入世帯、引き込み世帯が１，３７８世帯ということで世帯数は７世帯減になってお

り、加入世帯で言えば１９世帯の減ということになっております。 

 ちなみに、四万十町の人口、３町村の全体の人口の減と世帯の減を見ますと、過疎の関

係で調査資料がございますが、昭和６０年の世帯数で言えば、８，３３４世帯、人口で言

えば２万５，６２２人、平成１７年が８，２２５世帯で、人口が２万５２７人ということ

で、昭和６０年と平成１７年の比較で見ますと、１０９世帯の減ということで、人口は

５，０９５人の減ということで、人口そのものはずっと減っているわけなのですけど、世

帯の減には余り変化がない、いわゆる核家族といったこともあるわけかもしれませんけ

ど、そういった意味で世帯そのものには変化が緩やかな変化といいますか、というような

ことになっております。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 確かに私も思ったのは、人口は減っているのは事実だろうと。

しかし、例えば老人世帯で夫婦で１人が亡くなっても１人は世帯でおって、ケーブルも利

用しておるだろうという思いもあって、人口減が即使用料に減になったりということはあ

り得んのではないかなというふうに思ってきたところです。 

 今、企画課長からそういう答弁があったわけですが、じゃあ、今後人口は減ると、しか

し世帯のこういった変化の状況については十和の実態を把握してますので、今後実施され

る四万十町をカバーする世帯の変化と利用料については十分参考にした上での３，０００

万円の支出ということの計画を持って望んだのかどうなのか、最後にお聞きをしたいと思

います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 武内企画課長。 

○企画課長（武内文治君） ケーブル調査特別委員会の中でも先ほど言いましたように非

常にケーブルの経営について個人負担にならないように行政のほうの負担にならないよう
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に一定の基準の中で一般会計から出すようにというルールづけを宿題をいただきました。

そういったことで、ケーブルの事業ということで公営企業法を準拠したやり方でいこうと

いうことで、例えば水道事業でしたら消火栓への給水なんか公の負担ということでやって

ますし、病院で言えば患者輸送車の費用とかいったのもそういったようなルールで公の役

割の部分については一般会計からの繰り出しといいますか、お金を投入するようなことで

ルールづけされております。それに準じたということで、こういう場合に指定管理者たる

地域振興公社に繰り出ししますよという基準を設けて議会とも協議をしたところです。 

 それに基づいて、この指定管理者協定書、議会での議決をいただきました後、地域振興

公社と協定書を結びました。基本協定書とそれからもう一つは年次協定書という形である

わけのようですけど、この基本協定書の中に繰り出し基準、どういったときにそれを繰り

出していくかということを数十項目にわたって規定をしております。 

 単に引き込み工事の場合どうするかとか、減額分をどうするかとか、利用料金の減額の

部分をどうするかとか、セットトップボックスの無償貸与をどうするかとか、屋内告知端

末機を設置したときどうするかとか、個々細かに繰り出しするルールづけをしておりま

す。何でしたら長くなりますので、協定書は公開する内容でございますし、そういった意

味では必要とあらば議会のほうにも提出したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

 ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） がっくりした顔をしないでください。簡単に行きます。 

 今回の決算は収支は３億２，０００万円の黒字ということになりました。１９年度の予

算もどの部署も１割カットいう町長命令が出まして、各部署で非常に皆さん苦労されて計

上されたわけですが、結果的には財政調整基金を１億２，０００万円を繰り入れましたけ

ど、３億２，０００万円の黒字になりました。不用額が３億２，０００万円と非常に多額

でありますが、今回、監査委員さんから不用額の内容についても資料をいただきました。 

 それで、かなり各課含めて需用費を削りながらの１割カットの調整をしたんじゃないか

と思うわけですが、そういう中で今回黒字ということになりました。 

 町長にお聞きしたいんですが、不用額の内容を見ますと、不用額の中にもかなり需用費

があちこちにたくさん見られますが、監査委員さんの報告ではまだまだ財政が厳しいから

これから歳出も含めて十分な検討が必要だという意見が出ておりますが、かなり皆さん精
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査され予算を立てたわけですが、総費用額も見ながら町長といたしまして、もちろん歳出

全般を建設事業費なんかを削れば縮小ということになるわけですが、まだまだ事業をする

中での見直しがまだまだできる範囲にあると町長はご判断するのか、随分もうやってきた

と、１割カットも皆さんにお願いしながらやってきたと、そのあたりはもうできないとご

判断しているのか、それをまずお聞きしたいと思います。 

 それから、例年のごとく非常に滞納が多くなっております。国保税は１億１，０００万

円ぐらい、住宅新築資金もそうでありますし、先ほど副町長から答弁がありまして、非常

に努力をしているという跡はうかがえると思います。事業報告の中でも租税管理機構に８

６人が回り、それから預貯金や共済、生命保険、給与、出資金などもそれで滞納処分をし

ているという努力は非常にうかがえるわけですが、この方たちは多分悪質という上での対

応だと思うわけですが、まだまだたくさんの滞納者がおるわけで、いかにきめ細かく個人

の財政状況も見ながら相談しながらきめ細かいそういう対応がなされているかなと思うわ

けですが、財政の方大変だと思うんですが、その点がまだどうかなという思いがしており

ますので、その点が今後の課題としてどうかっていうことをお聞きしたいと思います。 

 それから、奨学資金の滞納が非常に多いということが目立ちました。窪川地域は７４万

円、十和が６６８万円です。基金の運用でやっているわけですが、監査委員さんの意見も

出ております。保証人がおりますので、その保証人にも責任を持ってもらうという方向で

取り組まなければいけないんじゃないかという意見が出されております。住宅新築の資金

に関しましては、それぞれが保証人になっているということで、なかなか難しいという話

がありましたが、この奨学金に関しましてはまだそこまで保証人に責任を持ってもらうと

こまで行ってないのかどうか、その点をお聞きしたいと思います。 

 それから、大正地域でも奨学金は出しているわけですが、ただ基金運用ではありません

ので、一般会計でやっていると思うんですが、大正地域においての滞納はないのか、それ

をお聞きします。 

 それから、監査委員さんの指摘の中、６ページに指定管理料についてのご指摘がありま

す。さまざまな施設を指定管理者でやっておるとこがあるわけですが、ただ施設によりま

して文化施設であって収益を得ない施設であったり、逆に民間の活力を入れて収益を得る

ような施設もあるわけで、そこのあたりの精査が必要ではないかと、これは監査委員さん

に聞きたいわけですが、その点でこういうに問題提起されたのはその中身についてお聞き

したいと思います。 
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 以上です。 

○議長（味元和義君） 町長前田哲生君。 

○町長（前田哲生君） １９年度決算と今後の財政運営ということでのご質問だったかと

いうふうに思いますが、１９年度決算、細かに分析をしますと、議員さんお話しのように

不用額が相当出ております。その不用額がどうしてそれだけになったのか、さまざまな要

因がありますので一口では申し上げかねるところですけれども、予算は予算としてなおか

つ実際の現場の財政運営を行っていく上では、さらに節減に努めるということで対処して

きておるところでございまして、結果としてはそういう不用額につながった部分も相当あ

るし、あるいはいろいろもろもろの事業をやっていく中で予算上の対象者と実際の対象事

業量の差も結果としては出てくる。そういったさまざまな要因があろうと思いますんで、

一概に断定的なことは申し上げかねると思います。 

 しかし、基調としては予算はさることながら、やっぱり実際できるだけ効率的な行財政

運営をやっていくということで節減に努めた結果がこういう数字になってあらわれておっ

たのではないかというふうに思います。 

 片や、相当大きな財政措置の変動等も現在進行中でありまして、例えば財源の大数をな

す普通交付税等の算定についてもかなり流動要素があって、当初の見込みと狂ったところ

もあったかと思いますが、結果としては少なくとも１９年度は予想していたよりも削減が

少なかったということも幸いをしたというふうに思います。 

 結果として、相当の実質収支を確保できたということで、当初これに支出を予定してお

った財調なり減債基金なりも一定削減をすることができたというふうに思っております。 

 今後の財政運営ということについて申し上げますと、これも断定的なことを申し上げか

ねますけれども、少なくとも２０年度について申し上げれば、普通交付税については今度

補正もお願いをしたところでございますけれども、当初見込んでおったものよりも増えた

ということがございますが、さて２１年度以降どうなるかということについてはまだ確た

る見通しがございません。 

 やっぱり財源があっての行政運営ということになろうかと思いますから、今後の国の体

制、措置等を十分見きわめながら慎重な対応をしていく必要があろうというふうに思いま

すけれども、やはりできるだけ今後も行革というものは進めながら無駄な経費は省く、あ

るいはアウトソーシングできるものはしていくということで行政的な経費は削減をしなが

ら取り組んでいく必要があるのではないかというふうに思っております。 
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 私から以上です。 

○議長（味元和義君） 高瀬副町長。 

○副町長（高瀬満伸君） 滞納につきましては、いろんな費目があるわけでございます

が、相対的に私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 

 滞納金の徴収、これ非常に重要な課題でありまして、全庁を挙げての取り組みを行わな

ければならないところでございますが、先ほど１０番議員さんのご質問にもお答えをいた

しましたけれども、１９年度に滞納整理本部を立ち上げて各課で頑張ってもらいました。 

 住宅新築資金につきましては、もう既に償還能力のある方については償還が済んでおり

ますし、あるいは繰上償還といった形で、あと滞納になっております方は非常に経済的に

も苦しい方ばかりでございまして、この部分は非常に難しいわけでございますが、それを

除く税、使用料等につきましては全費目で１８年度の実績を上回っております。金額で言

いますと、全体的に１８年度の収納額が６，５００万円に対しまして１９年度の収納額が

７，６００万円ということで１，０００万円以上の収納額のアップにつながっておりま

す。 

 ただ、非常に社会的な状況、そういったもので町民の方々の生活も苦しくなってきてい

るというような状況の中で、滞納の金額もこれからだんだん増えていくのではないかなと

いうふうに思います。ある一定悪質な方に対しましては、法的な手段を講じてでも徴収を

しなければなりませんし、それ以外の方についてはきめ細かな相談体制、そういったもの

もとっていかなければなりません。 

 平成２０年度、さらに徴収体制を強化をいたしております。この１年間の実績を見た後

に、従来から議論になっております徴収専門の収納課的なものも視野に入れていかなけれ

ばならないというふうに滞納整理本部の中でも議論も行っているところでございますが、

とりあえずは２０年度いろんな状況に応じながら相談体制も強化し、あるいは法的な措置

も講じながら滞納整理に努めていきたいというふうに思っております。 

○議長（味元和義君） 長谷部教育次長。 

○教育次長（長谷部文男君） お答えしたいと思います。 

 奨学資金の滞納の状況でございますが、これにつきましては議員さんがおっしゃるとお

り、基金の運営でございますので、本当貴重な財源でございます。やはりこれは早期にこ

の財源を確保して後々支障のないように努めていくということは重要な役目と認識してお

るとこでございます。 
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 そこで、今の滞納状況につきまして監査委員さんの指摘のとおり保証人への請求等も実

施をしておるかというお尋ねでございます。 

 この滞納整理につきましては、特にここに出ておりますように、窪川地区、十和地区、

それから大正地区につきましては、これは予算貸し付けという形になっておりまして、決

算書の４１ページでございますが、ここで１０万８，０００円の決算段階では未収という

形になっております。それで、十和と窪川地区につきましては基金貸付制度と、それで大

正地区につきましては毎年貸し付けに必要な額を予算措置を計上して、それで貸し付けを

しているという一般会計の予算方式という形になっております。各町村の滞納状況はこの

ような状況でございます。 

 そして、その保証人への請求でございます。これにつきましては今までもそれぞれ教育

分室、それから窪川本所、それぞれでお互いが職員が今までも努力して滞納整理を行って

おります。 

 それでも、まだまだ追いつかないところがございまして、今高瀬副町長も言いましたよ

うに、滞納整理本部の中でいろいろ今後の方策も検討しております。今監査委員さんの指

摘も受けておりますので、やはりこれから先は保証人への請求も含めた形でより一歩進ん

だ形でそういう滞納整理に努めていかなければならないというところで、今教育委員会の

中でも今後の体制、徴収につきましても今協議をして滞納額を少なくしていくという形に

取り組むように今検討しておるとこでございますので、ひとつよろしくお願いしたいと思

います。 

○議長（味元和義君） 奥宮監査委員。 

○代表監査委員（奥宮敏男君） 指定管理料の件ですけれども、ここへ書いておりますよ

うに四万十町の場合はさまざまな公の施設を指定管理にしておりますけども、その中で１

年間の精算もやって、いわば黒が出ているところについては当初の指定管理料を減額して

いるところと、そのまま支払っているところがあります。 

 それで、それの精算の判断が各課の判断のような形になってますので、町として一つこ

ういう形で精算をするというような指針をつくったらどうですかと。というのは、指定管

理の場合は、民間のノウハウを活用してできるだけ収入も増やしていかないということに

なってますので、努力をして増えて収支がよくなったら指定管理料を減らされると、そこ

らあたりは全然努力のかいがなくなりますので、そこらあたりも加味をしてどういう場合

は指定管理料を増額する、減額する、そういったその指針を一つつくってはどうですかと
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いうことです。 

○議長（味元和義君） ２０番田邊客子君。 

○２０番（田邊客子君） 奨学資金ですが、多分私も借りた記憶がありますので、保証人

は親がなっていると思うんです。２人ぐらいいて１人は親だと思うんで、他人様にお願い

するんではないんで割とそのあたりはお願いしやすいんじゃないかと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 それから、指定管理者ですが、確かに民間のノウハウを活用して収益を上げたと。次の

ステップにレベルアップしたいというとこもあるんで、それを一生懸命自分が努力してや

って、また削られたら次のステップに行けないっていうところもあるんです。文化施設は

そうはないんですので、人件費だけをその民間の給与でやって安くやっていくっていう２

通りの指定管理者の仕方があると思うんで、そこは監査委員さんも指摘をしておりますの

で、執行部としてちゃんと精査してもらわないと、ほかから見たらいろんな、あそこは何

でだっていう話も出てくると思うので、指定管理者の考え方、それぞれの施設によって違

うと思いますので、しっかりそれは精査していただきたいなと思います。 

 町長はまだまだ、先ほどの答弁では十分見直しをする余地もあるということですので、

これはアウトソーシングはこれから主にそこらあたりに来るんじゃないかと思うんです

が、知恵を出しながら経費節減のために頑張っていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 決算第１号平成１９年度四万十町各会計歳入歳出決算の認定については、質疑終了をも

って、後刻設置を予定しております決算特別委員会に付託を予定しております。 

 会議の途中ですが、ただいまより３時まで休憩をいたします。 

            午後２時４６分 休憩 

            午後３時０１分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第８ 発議第７号四万十町議会決算特別委員会の設置につい

てを議題とします。 
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 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 発議第７号でございます。 

 提出者は私、山岡義正と賛成者は議会運営委員全員でございます。宮崎南海男氏を初め

７人の同意を得て提出するものであります。 

 四万十町議会決算特別委員会の設置について。 

 上記の議案を別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 

 文書をお配りしておりますが、読んで提案にかえさせていただきます。 

 四万十町議会決算特別委員会の設置について。 

 次のとおり四万十町議会決算特別委員会を設置するものとする。 

 記。名称は、四万十町議会決算特別委員会。 

 設置根拠。地方自治法第１１０条及び四万十町議会委員会条例第６条。 

 目的は、四万十町議会第３回定例会に決算第１号平成１９年度四万十町各会計歳入歳出

決算の認定について執行部から提案がなされました。この議案は旧３カ町村分の莫大な量

を有しており、今期定例会の期間だけでは責任を持った十分な審査、精査ができないと思

われ、四万十町議会決算特別委員会を設置し、これに付託して議会の閉会中はもとより決

算審査を行うことを提案するものであります。 

 委員定数は９名、任期は第４回定例会決算審査の報告までとさせていただきます。 

 以上、ご審議お願いいたします。 

○議長（味元和義君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第７号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 
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 これより発議第７号四万十町議会決算特別委員会の設置についてを採決します。 

 四万十町議会決算特別委員会を設置することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、９人の委員で構成する決算特別委員

会を設置し、これに付託して議会の閉会中はもとより決算審査活動を行うことは可決され

ました。 

 ただいま設置が可決されました四万十町議会決算特別委員会の経費につきましては、当

分の間は平成２０年度予算から支出するものといたします。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後３時０４分 休憩 

            午後３時０６分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第９ 四万十町議会決算特別委員会委員の選任についてを議

題とします。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました四万十町議会決算特別委員会委員の選任につきましては、委員

会条例第８条第１項の規定により、お手元に配付しました名簿のとおり指名したいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、四万十町議会決算特別委員会

の委員はお手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定しました。 

 これより、四万十町議会委員会条例第１０条第１項の規定により、四万十町議会決算特

別委員会を議長より招集します。 

 平成２０年９月２９日、四万十町議会決算特別委員会様、四万十町議会議長。 

 四万十町議会決算特別委員会招集通知、委員長及び副委員長互選のため四万十町議会決

算特別委員会を招集するから出席願います。 

 日時、平成２０年９月２９日午後３時１０分。 

 場所、３階議員控室。 

 四万十町議会決算特別委員会開会のため、ただいまより休憩をします。 
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            午後３時０７分 休憩 

            午後３時２６分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 四万十町議会決算特別委員会から委員長及び副委員長をそれぞれ互選した旨の通知があ

りましたので、報告をいたします。 

 四万十町議会決算特別委員長、田邊哲夫君、四万十町議会決算特別副委員長、宮崎南海

男君、以上のとおりです。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１０ 発議第８号四万十町議会会議規則の一部を改正する

規則についてを議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） それでは、発議第８号四万十町議会会議規則の一部を改正する規

則についての提案でございます。 

 この議案につきましては、平成２０年６月１１日に成立し、平成２０年６月１８日に公

布された地方自治法の一部を改正する法律が施行されたことに伴い、四万十町議会会議規

則の一部を改正しようとするものです。 

 この地方自治法の改正により、法第１００条第１２項に議会は会議規則の定めるところ

により議案の審査または議会の運営に関し協議または調整を行うための場を設けることが

できるの規定が新たに設けられました。 

 現行法上、正規の議会活動は、本会議、委員会への出席や議員派遣等に限られるという

解釈がとられてきたことから、全員協議会への出席については費用弁償の支給や公務災害

補償の対象とならないとされてきました。 

 今回の改正は、議会活動の範囲を拡大することを目的としており、全員協議会の活動が

正規の議会活動として明確に位置づけられたことから、今後全員協議会への出席は費用弁

償の支給及び公務災害補償の対象となり得ることとなり、会議規則を一部改正して、全員

協議会を追加し規定しようとするものです。よろしくご審議の上、ご決定いただきますよ

うお願いいたします。 

 皆様方にお手元に配付のとおり改正をしたいと思います。 

 別紙のとおり会議規則第１４条の規定により提出いたします。 
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 一部を改正する規則でございます。これはお手元に配付のとおり会議規則の条を新たに

加えるとともに条の変更を行うものであります。 

 以上のとおり提案させていただきます。 

○議長（味元和義君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第８号四万十町議会会議規則の一部を改正する規則についてを採決しま

す。 

 発議第８号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第８号は原案のとおり可決され

ました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１１ 陳情第２７号国道４３９号線、小石トンネル出入り

口から大正大奈路、西ノ川大橋までの歩道街路灯設置要望の取り下げについて、日程第１

２ 陳情第３１号過疎高齢化に伴う桧生原地区集落営農の支援を求める陳情書の取り下げ

について、以上、陳情２議案を一括議題とします。 

 この陳情２議案につきましては、建設常任委員会及び産業常任委員会に付託し審議をし

ておりましたが、その後に陳情代表者より陳情取り下げ申し出が提出されましたので、そ

の写しを配付しております。 

 お諮りします。 

 質疑、討論を省略したいと思います。これにご異議ありませんか。 
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            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、質疑、討論は省略することに

決定しました。 

 陳情第２７号の取り下げにつきましては、これを許可することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２７号国道４３９号

線、小石トンネル出入り口から大正大奈路、西ノ川大橋までの歩道街路灯設置要望の取り

下げについては、これを許可することに決定しました。 

 次に、陳情第３１号の取り下げにつきましては、これを許可することにご異議ありませ

んか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第３１号過疎高齢化に伴

う桧生原地区集落営農の支援を求める陳情書の取り下げについては、これを許可すること

に決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１３ 陳情第２９号貧困の連鎖を断ち切り、住民の生活の

底上げを求める意見書を政府等に提出することを求める陳情書を議題とします。 

 この陳情につきましては、所管の総務常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長よ

り提出されておりますので、報告を求めます。 

 総務常任委員長山上利嗣君。 

○総務常任委員長（山上利嗣君） それでは、陳情の審査結果の報告をいたします。 

 本委員会に付託されました陳情を審査した結果、次のとおり決定いたしましたので、会

議規則第９４条第１項の規定により報告をいたします。 

 受理番号は陳情第２９号、付託年月日は平成２０年９月１８日、内容につきましては、

貧困の連鎖を断ち切り、住民の生活の底上げを求める意見書を政府等に提出することを求

める陳情書、これにつきましては採択すべきものと決定をいたしました。全員一致でござ

います。 

 なお、後ほど意見書の提出をさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 総務常任委員長の報告が終わりました。 
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 総務常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２９号貧困の連鎖を断ち切り、住民の生活の底上げを求める意見書を政

府等に提出することを求める陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２９号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２９号は委員長報告の

とおり採択することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１４ 陳情第２５号大奈路小学校体育館の屋根の雨漏りの

改修の要望について、日程第１５ 陳情第２８号介護保険制度の改善を求める意見書の提

出についての陳情書、以上陳情２議案を一括議題とします。 

 この陳情につきましては、所管の教育民生常任委員会に付託し、その審査報告書が委員

長より提出されておりますので、報告を求めます。 

 教育民生常任委員長田邊哲夫君。 

○教育民生常任委員長（田邊哲夫君） それでは、私のほうから本委員会に付託をされま

した陳情第２５号及び陳情第２８号を審査した結果、次のとおり決定をしましたので、会

議規則第９４条第１項の規定によって報告するものでございます。 

 件名は、大奈路小学校体育館の屋根の雨漏りの改修の要望について、審査の結果は採択

すべきものと決定をし、全員一致でございますが、若干口頭で意見を付したいと思うわけ

ですが、たびたび申し上げますが、７月から９月にかけて教育民生常任委員会、昨年に引
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き続き学校視察をいたしました。小・中２４校ありましたけれども、その中で校長先生の

ほうからさまざまな要望が出されました。 

 たまたま今回の陳情は大奈路の区長さんからの陳情でありましたけれども、大奈路小学

校の校長からは学校訪問したときには陳情として上がったわけではございませんが、全員

の一致で採択をいたしましたけれども、恐らく教育委員会もこのことは既にご承知であっ

たわけで、優先順位をしっかりと決めて、陳情を採択したからすぐにやるということでは

なくて、しっかりと優先順位を決めて改修に着手してほしいということで意見を付して報

告にかえます。 

○議長（味元和義君） 教育民生常任委員長の報告が終わりました。 

 教育民生常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

（「もう一個」と呼ぶ者あり） 

（１０番田邊哲夫君「もう一個あった」と呼ぶ） 

○教育民生常任委員長（田邊哲夫君） すいません、陳情第２８号がございました。 

 件名は介護保険制度の改善を求める意見書の提出についての陳情でございます。 

 審査をした結果、採択すべきものと決定をいたしました。全員一致です。後ほど意見書

の提出を計画をしております。 

○議長（味元和義君） 教育民生常任委員長の報告が終わりました。 

 教育民生常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２５号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２５号大奈路小学校体育館の屋根の雨漏りの改修の要望についてを採決

します。 
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 お諮りします。 

 陳情第２５号を委員長報告のとおり意見を付して採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２５号は委員長報告の

とおり意見を付して採択することに決定しました。 

 これより陳情第２８号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２８号介護保険制度の改善を求める意見書の提出についての陳情書を採

決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２８号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２８号は委員長報告の

とおり採択することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１６ 陳情第２３号町道見付駄馬線から東方に分岐する生

活道を町道に認定を求める陳情書、日程第１７ 陳情第２６号大正大奈路～【旧】西ノ川

橋手摺塗装と落下防止、金網の取替えに関する陳情書、以上、陳情２議案を一括議題とし

ます。 

 この陳情につきましては、所管の建設常任委員会に付託し、その審査報告書が委員長よ

り提出されておりますので、報告を求めます。 

 建設常任委員長竹内常喜君。 

○建設常任委員長（竹内常喜君） 本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとお

り決定したので、会議規則第９４条第１項の規定により報告いたします。 

 受理番号陳情第２３号、付託年月日２０年９月１８日、件名、町道見付駄馬線から東方

に分岐する生活道を町道に認定を求める陳情書。審査の結果は採択であります。全員一致

であります。 
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 陳情第２６号、付託年月日平成２０年９月１８日、大正大奈路～【旧】西ノ川橋手摺塗

装と落下防止、金網の取替えに関する陳情書、これについては趣旨採択であります。全員

一致であります。ご審議の上、ご決定いただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

○議長（味元和義君） 建設常任委員長の報告が終わりました。 

 建設常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 陳情第２６号の件について若干お伺いしてみたいと思いますの

は、大変私の地元の区長さん、要望等議会にまた執行部に提案するのが非常に熱心な方

で、この案件については過去にも趣旨採択という形で当委員会で採択したと記憶があるわ

けですが、内容はわかりますけれども、趣旨採択というのは非常に現場が橋また町道の金

網等を工事をするとなると多額な費用がかかるという中で要望は十分理解できるという趣

旨採択なのか、それともお金がかかり過ぎるかという点があるわけですが、主な趣旨とい

うのは執行部との協議の中でこういう結論出したというのはどういうことなんでしょう

か。 

○議長（味元和義君） 建設常任委員長竹内常喜君。 

○建設常任委員長（竹内常喜君） この件については今回で２回目の陳情であります。そ

れで、今回も委員でその現場を見せていただいたわけでございますけれども、確かに橋の

手すりなんかはさびてはおりますけれども、まだすぐに壊れるというようなものではない

し、手で押してみても全然びくともしないというような頑丈なものでありますので、それ

について、それと金網についても区長さんが言われるように、もう腐ってぼろぼろになっ

ちょるというような一部話もありましたけれども、実際金網を見ましてもそのような状況

ではなしにまだ十分防護柵として使用できる、こういうようなことが趣旨採択の原因でご

ざいます。 

（１０番田邊哲夫君「はい、ありがとうございました」と呼

ぶ） 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２３号について討論を行います。 

- 351 - 



 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２３号町道見付駄馬線から東方に分岐する生活道を町道に認定を求める

陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２３号を委員長報告のとおり採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２３号は委員長報告の

とおり採択することに決定しました。 

 これより陳情第２６号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２６号大正大奈路～【旧】西ノ川橋手摺塗装と落下防止、金網の取替え

に関する陳情書を採決します。 

 お諮りします。 

 陳情第２６号を委員長報告のとおり趣旨採択することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２６号は委員長報告の

とおり趣旨採択することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１８ 発議第９号貧困の連鎖を断ち切り、住民生活を底上

げすることを求める意見書案を議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ８番山上利嗣君。 

○８番（山上利嗣君） それでは、意見書を読ませていただきます。 

 貧困の連鎖を断ち切り、住民生活を底上げすることを求める意見書。 
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 中身は文章につきましては割愛させていただきます。 

 平成２０年９月２９日、河野洋平衆議院議長、江田五月参議院議長、麻生太郎内閣総理

大臣、舛添要一厚生労働大臣。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより発議第９号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第９号貧困の連鎖を断ち切り、住民生活を底上げすることを求める意見書

案を採決します。 

 発議第９号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第９号は原案のとおり可決され

ました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第９号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、字

句その他整理権を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思いま

す。これにご異議ございませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、字句、その他の整理権を議長

に委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第１９ 発議第１０号介護保険制度の改善を求める意見書案
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を議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） 介護保険制度の改善を求める意見書案を提案するものでござい

ます。 

 提出者は私、田邊哲夫、賛成者は教育民生常任委員５名でございます。 

 次の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条の規定によって提出をするものでございま

す。 

 介護保険制度の改善を求める意見書。 

 介護保険制度ができましたのが、たしか平成１２年、早いもので９年目を迎えようとし

ております。今政府では、来年度に向けてここに書いてありますように改善というか、見

直しを今政府部内でもやっているようでございます。そういった観点で非常に時期にマッ

チした意見書だと私は思っているわけですが、内容は皆さんに配付をしております３点の

内容について政府に改善を求めるものでございます。 

 第１番目は、介護報酬を引き上げ、人員配置基準の見直しを行い、職員の給与、労働条

件の改善を求める。 

 ２点目といたしまして、利用料、保険料、居住費、食費負担を軽減するとともにサービ

スの利用制限を取りやめ、必要な介護が適切に保障される制度に改善をすること。 

 ３点目、以上を実現するために保険料や利用料の引き上げではなく、介護保険に対する

国の負担を大幅に増やすこと。 

 以上、地方自治法第９９条の規定によって意見書を提出するものでございます。 

 提出先は内閣総理大臣麻生太郎、厚生労働大臣舛添要一あてでございます。よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（味元和義君） 提出者の提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 １３番酒井祥成君。 

○１３番（酒井祥成君） お伺いをいたしたいと思いますが、この最初のところの文言の

中に、不透明な認定制度ということが書いてありますが、現時点で四万十町において、例

えば今高幡広域の中で認定制度を行っていると思いますけれども、これは本当に不透明な
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制度の中で不透明に認定をされているのかどうか、その点が非常に気にかかって、この文

言だけ非常に気にかかっておるところですが、いかがでしょうか。どのような協議をされ

たか、そこのあたりは。 

○議長（味元和義君） １０番田邊哲夫君。 

○１０番（田邊哲夫君） この介護認定は専門の調査員がそれぞれ高齢者に面接をした上

で認定をする制度であるわけですが、町民の中で非常に一見調査をしても認知の度合い

が、そのときはしっかりとして調査員には異状なしという認定をされるケースも多々ある

わけです。家族にとって見れば、一回だけ、１回かどうかわかりませんけど、数度の調査

で認定を下される点で不透明な要素もあるという町民の声もあるわけです。そういった意

味で不透明という形で書かせていただきました。よろしくお願いいたします。 

（１３番酒井祥成君「いいですよ」と呼ぶ） 

○議長（味元和義君） ほかに質疑ありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより発議第１０号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第１０号介護保険制度の改善を求める意見書案を採決します。 

 発議第１０号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第１０号は原案のとおり可決さ

れました。 

 お諮りします。 

 ただいま発議第１０号が議決されました。その内容を損なうことのない範囲において、

字句その他整理を要するものにつきましては、その整理権を議長に委任されたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、字句、その他整理権を議長に
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委任することに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２０ 発議第１１号議員派遣の件についてを議題としま

す。 

 ５番山岡義正君から地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第１２０条並びに会議

規則第１４条の規定により提出されております。提出者の提案理由の説明を求めます。 

 ５番山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 発議第１１号議員派遣の件についてでございます。 

 提出者は、私、山岡義正と、賛成者は宮崎南海男氏を初め議会運営委員７名の賛成を得

て提出するものであります。 

 上記の議案を、別紙のとおりと書いてありますが、別紙じゃなくて非常に予算上、裏へ

書いておりますので大変申しわけございませんが、会議規則第１４条の規定により提出い

たします。 

 議員派遣の件。平成２０年９月２９日。地方自治法第１００条第１３項及び会議規則第

１２０条の規定により、次のとおり議員を派遣をする。 

 １、第４９回四国地区町村議長会研修会、２回目、地元選出国会議員と町村議会議長と

の政策懇談会及び意見交換会、３件目です、第５２回町村議会議長会全国大会。 

 目的、期日、場所、派遣議員につきましては、書面をもって提案のとおりとさせていた

だきます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 提案理由の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 ７番橋本保君。 

○７番（橋本 保君） 派遣議員の中で、議長その他議長が指名する議員となっておりま

すが、その議長が指名する議員の根拠は何です。 

○議長（味元和義君） 山岡義正君。 

○５番（山岡義正君） 議長とそのほか議長が指名する議員というのは関連のある議員で

ございます。例えば、こういった中で地元選出の議員ですか、こういった中で取り組む場

合、それから全国大会、こういった中で必要がある場合には各常任委員会の委員長が出席
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可能ということでございます。だれでも結構ですが、議長の指名するところであります。 

 以上です。 

○議長（味元和義君） ほかに質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） ほかに質疑がないようですので、これで質疑を終わります。 

 これより、発議第１１号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより発議第１１号議員派遣の件についてを採決します。 

 発議第１１号を原案のとおり決定することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手多数です。したがって、発議第１１号は原案のとおり可決さ

れました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 日程第２１ 閉会中の継続審査・調査申し出についてを議題とし

ます。 

 産業常任委員長及び建設常任委員長から委員会において審査、調査中の事件について、

会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しております申出書のとおり閉会中の継続

審査、調査の申し出があっております。 

 お諮りします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、産業常任委員長及び建設常任

委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査、調査とすることに決定しました。 

 次に、各委員長から各委員会において審査、調査中の事件及び所管事務の調査事項につ

いて、会議規則第７５条の規定によりお手元に配付しております申出書のとおり閉会中の

継続審査、調査の申し出があっております。 

 お諮りします。 
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 各委員長から申し出のとおり閉会中の継続審査、調査することにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、各委員長から申し出のとおり

閉会中の継続審査、調査とすることに決定しました。 

 暫時休憩をいたします。 

            午後３時５８分 休憩 

            午後４時００分 再開 

○議長（味元和義君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りします。 

 ただいま総務常任委員長から、陳情第２４号ケーブルシステム整備事業の見直しを強く

求める陳情の審査報告書が提出されました。 

 これを日程に追加し、追加日程第１として議題にしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、陳情第２４号ケーブルシステ

ム整備事業の見直しを強く求める陳情を日程に追加し、追加日程第１として陳情第２４号

を議題とすることに決定しました。 

            ～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（味元和義君） 追加日程第１ 陳情第２４号ケーブルシステム整備事業の見直し

を強く求める陳情を議題とします。 

 提出者の提案理由の説明を求めます。 

 総務常任委員長山上利嗣君。 

○総務常任委員長（山上利嗣君） 報告をいたします前に、この陳情案件につきまして

は、ちょっと整理に時間がかかり過ぎまして今日の追加提案となりました。まことに申し

わけなく思っております。 

 それでは、報告をさせていただきます。 

 陳情審査報告書。本委員会に付託された陳情を審査した結果、次のとおり決定しました

ので、会議規則第９４条第１項の規定により報告をいたします。 

 受理番号陳情第２４号、付託年月日は平成２０年９月１８日、件名はケーブルシステム

整備事業の見直しを強く求める陳情。審査の結果は不採択すべきものと決定をいたしまし
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た。なお、全員一致でございます。 

 以上でございます。 

○議長（味元和義君） 提出者の説明が終わりました。 

 総務常任委員長の報告について質疑があれば、これを許可します。 

 質疑はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 質疑なしと認めます。 

 これで質疑を終わります。 

 これより陳情第２４号について討論を行います。 

 討論はありませんか。 

            〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 討論なしと認めます。 

 これで討論を終わります。 

 これより陳情第２４号ケーブルシステム整備事業の見直しを強く求める陳情を採決しま

す。 

 お諮りします。 

 この陳情について委員長報告は不採択です。 

 原案について採決します。 

 ケーブルシステム整備事業の見直しを強く求める陳情を採択することに賛成の諸君の挙

手を求めます。 

            〔賛成者挙手〕 

○議長（味元和義君） 挙手少数です。したがって、陳情第２４号は不採択することに決

定しました。 

 お諮りします。 

 第３回定例会の会議に付されました事件はすべて終了しました。したがって、会議規則

７条の規定により本日で閉会したいと思います。これにご異議ありませんか。 

            〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味元和義君） 異議なしと認めます。したがって、第３回定例会は本日で閉会す

ることに決定しました。 

 これで本日の会議を閉じます。 
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 平成２０年第３回四万十町議会定例会を閉会します。 

            午後４時０４分 閉会 
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